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2020年3月28日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！
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基
盤
整
備
の
完
了
か
ら

活
用
へ

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。
境
港

市
で
進
め
ら
れ
て
い
る
各
種

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

完
了
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

市
民
の
夢
が
現
実
と
な
り
、

積
極
的
な
活
用
策
を
考
え
る

段
階
に
入
っ
て
き
た
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。

　
境
港こ

う

は
ク
ル
ー
ズ
客
船
な

ど
に
対
応
す
る
新
た
な
岸
壁

と
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
竹
内
南
地

区
に
完
成
し
、
こ
と
し
４
月

か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

新年を
迎えて

夢
が
現
実
と
な
り

　
　
　新
た
な
段
階
へ

境
港
商
工
会
議
所

　会
頭

堀

　田

　
　收

外
港
中
野
地
区
の
国
際
物
流

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
と
併
せ
て
、

素
晴
ら
し
い
ク
ル
ー
ズ
環
境

が
整
い
ま
し
た
。
ク
イ
ー
ン

・
エ
リ
ザ
ベ
ス
号
の
寄
港
予

定
な
ど
、
楽
し
み
が
広
が
り

ま
す
。

　
米
子
鬼
太
郎
空
港
は
、
タ

ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
拡
張
工
事

が
終
わ
り
、
空
の
玄
関
口
と

し
て
の
機
能
が
一
層
充
実
し

ま
し
た
。
こ
と
し
１
月
に
米

子
︱
上
海
便
が
就
航
と
な
り
、

米
子
︱
香
港
便
や
国
内
路
線

も
好
調
で
す
。
米
子
︱
ソ
ウ

ル
便
の
運
航
休
止
は
大
変
残

念
で
す
が
、
再
開
さ
れ
る
こ

と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
の
漁
獲
量
は
例
年
に

比
べ
減
少
し
ま
し
た
が
、
境

漁
港
で
は
高
度
衛
生
管
理
型

漁
港
・
市
場
整
備
事
業
が
進

め
ら
れ
、
１
号
上
屋
な
ど
、

昨
年
完
成
し
た
主
要
施
設
は

順
調
に
運
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
。

　
水
揚
げ
が
少
な
い
中
で
も

競
争
力
を
一
段
と
高
め
、
水

揚
げ
が
大
幅
に
増
え
て
も
十

分
に
対
応
で
き
る
港
と
な
る

よ
う
、
漁
港
と
市
場
の
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
に
期
待
が
集
ま

り
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
は
、

大
規
模
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か

ら
１
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

夜
間
演
出
照
明
が(

一
社)

日
本
照
明
学
会
の
「
２
０
１

９
年
照
明
デ
ザ
イ
ン
賞
」
で

最
優
秀
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、

話
題
性
が
一
段
と
ア
ッ
プ
し

て
い
ま
す
。

　
行
政
の
み
な
ら
ず
、
経
済

界
と
地
域
住
民
が
一
丸
と
な

っ
て
、
将
来
に
わ
た
り
に
ぎ

わ
い
が
継
続
し
、
妖
怪
の
聖

地
と
し
て
の
認
知
度
が
一
層

高
ま
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

積
極
的
な
広
域
連
携
を

　
私
は
、
商
工
会
議
所
会
頭

と
い
う
立
場
で
中
海
・
宍
道

湖
・
大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協

議
会
、
特
定
第
三
種
漁
港
都

市
等
・
全
国
主
要
水
産
都
市

商
工
会
議
所
連
絡
協
議
会
、

全
国
水
産
都
市
三
団
体
連
絡

協
議
会
の
会
長
を
務
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
皆
様
の
ご
協
力
で
、
各
団

体
の
会
長
と
し
て
職
責
を
全

う
す
る
こ
と
が
で
き
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な

お
、
境
港こ

う

流
通
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
協
議
会
で
は
引
き
続
き
、

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
団
体
の
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
の
は
、
境

港
市
が
全
国
屈
指
の
漁
港
を

持
ち
、
併
せ
て
国
際
港
湾
や

国
際
空
港
な
ど
、
多
く
の
産

業
基
盤
や
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

有
し
て
い
る
こ
と
が
理
由
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　
境
港
市
は
、
中
海
・
宍
道

湖
・
大
山
圏
域
の
中
で
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
ま

た
新
し
い
港
湾
を
活
用
し
た

物
流
事
業
や
全
国
的
な
水
産

分
野
に
お
い
て
も
必
要
と
さ

れ
て
い
る
街
で
す
。
広
域
連

携
の
中
で
境
港
市
が
そ
の
使

命
を
果
た
す
こ
と
は
、
当
市

の
発
展
に
も
き
っ
と
反
映
さ

れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

新
体
制
で
商
工
会
議
所
事
業

を
推
進

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
昨

年
11
月
に
役
員
・
議
員
を
改

選
し
て
新
体
制
と
な
り
ま
し

た
。

　
退
任
さ
れ
た
役
員
・
議
員

の
皆
様
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

ご
尽
力
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
今
後
と
も
新

た
な
陣
容
の
も
と
、
行
政
と

も
緊
密
な
連
携
を
と
り
な
が

ら
商
工
会
議
所
事
業
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
以
前
に
も
増
し
て

会
員
企
業
の
皆
様
の
様
々
な

ご
相
談
や
ご
要
望
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
日
常
業
務
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本

年
が
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

　
国
土
交
通
省
と
境
港こ

う

管
理

組
合
が
進
め
て
い
る
貨
客
船

タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業
の
う

ち
、
主
要
施
設
と
な
る
旅
客

上
屋
「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ

ナ
ル
」
が
昨
年
10
月
末
に
完

成
。
11
月
22
日
に
完
成
式
を

行
い
ま
し
た
。

　
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
▽
Ｃ
Ｉ

Ｑ
エ
リ
ア
＝
検
疫
、
出
入
国
、

動
植
物
検
疫
、
税
関
の
各
手

続
対
応
機
能
▽
待
合
エ
リ
ア

＝
待
合
ホ
ー
ル
、
観
光
案
内

な
ど
▽
事
務
・
会
議
エ
リ
ア

＝
発
券
事
務
所
、
管
理
事
務

所
、
警
察
詰
所
、
会
議
室
な

ど
▽
展
望
エ
リ
ア
＝
展
望
デ

ッ
キ
、
展
望
コ
ー
ナ
ー
▽
Ｏ

Ａ
フ
ロ
ア(

Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア
ス

ぺ
ー
ス
２
室)

︱
を
配
置
し

て
い
ま
す
。

　
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備

事
業
は
、
物
流
効
率
化
や
施

設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
船

舶
航
行
安
全
の
確
保
を
目
的

と
し
た
港
全
体
の
機
能
再
編

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
て

い
る
も
の
。

　
同
事
業
は
、
岸
壁(

水
深

10
㍍
、
延
長
２
８
０
㍍)

、

泊
地(

水
深
10
㍍)

、
ふ
頭
用

地(

貨
物
ヤ
ー
ド
な
ど)

、
旅

客
上
屋(

国
際
フ
ェ
リ
ー
・

ク
ル
ー
ズ
客
船
対
応)

を
整

備
。
環
日
本
海
定
期
貨
客
船

や
ク
ル
ー
ズ
客
船
、
Ｒ
Ｏ
Ｒ

Ｏ
船
に
対
応
し
、
16
万
㌧
級

の
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
接

岸
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
管
理
組

合(

☎
42
︱
３
７
０
５)

へ
。

貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
事
業

主
要
施
設
の
旅
客
上
屋
が
完
成

境夢みなとターミナルの完成を祝う皆さん

　宴会時の食べ残しを減らすた
めのキャンペーンで、〈乾杯後30
分間〉は席を立たずに料理を楽し
みましょう、〈お開き10分前〉に
なったら、自分の席に戻って、再度
料理を楽しみましょう、と呼びか
けて、食品ロスを削減するもの。

30・10（さんまる・いちまる）運動とは

管制塔

   一反木綿に

　　   飛行許可

（えのき）

　米子鬼太郎空港では、妖怪「一反木綿」に

本日以降、飛行許可が下りました。という

ような、「夢がかなったら」楽しいだろうナ。

� 選・桝田知身　



株式
会社 や　ま　さ　き

選べるたのしさ.  オフィスの通販
会員募集中！

■境港店  境港市浜ノ町132番地　　 TEL：0859－42－2206
■米子店  米子市両三柳2371－5　　  TEL：0859－33－2646

代表取締役 山　本　　　徹

本社／境港市朝日町20　  ＴＥＬ  4 2－3131（代）

山　陰　冷　蔵　(株)
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同
総
会
で
は
、
副
会
頭
に

松
本
正
福
氏
＝
(税)
松
本
会
計

事
務
所
・
代
表
社
員
、
池
口

由
紀
彦
氏
＝
米
子
空
港
ビ
ル

㈱
・
代
表
取
締
役
社
長
、
三

輪
陽
通
氏
＝
三
光
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
㈱
・
代
表
取
締
役

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
３
氏
を
新
た
に
選

任
し
、
専
務
理
事
に
柏
木
祥

二
氏
を
再
任
し
ま
し
た
。

　
前
副
会
頭
の
増
谷
立
夫
氏
、

奥
森
清
氏
、
木
村
正
明
氏
は

参
与
に
就
任
。
ま
た
、
常
議

員
26
人
と
監
事
３
人
を
選
任
。

さ
ら
に
、会
頭
指
名
議
員
15

人
の
委
嘱
を
承
認
し
ま
し
た
。

任
期
は
い
ず
れ
も
２
０
１
９

年
11
月
１
日
か
ら
２
０
２
２

年
10
月
末
ま
で
。

　
正
副
会
頭
、
専
務
理
事
以

外
の
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
次

の
通
り
で
す(

敬
称
略)

。

 
名
誉
会
頭

▽
足
立
統
一
郎

 

常 

議 

員

▽
足
立
收
平(

㈱
平
設
計
・
代

表
取
締
役)

▽
石
橋
久(

境
港

魚
市
場
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
岩
木
佑
二(

㈲
末
広
ド

ラ
イ
・
代
表
取
締
役)

▽
岩
田

慎
介(

㈱
福
栄
・
代
表
取
締
役)

▽
岩
田
祐
二(

共
和
水
産
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長
執
行
役
員)

▽
岡
空
晴
夫(

千
代
む
す
び
酒

造
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

小
川
高
志(

㈱
日
新
・
総
務
部

長)

▽
門
永
康
一
郎(

㈱
昭
和

船
具
店
・
代
表
取
締
役)

▽
川

端
収(

㈱
カ
ワ
バ
タ
印
刷
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
木
下
辰
男

(

㈱
木
下
建
設
・
代
表
取
締
役

社
長)

▽
木
村
隆
之(

㈱
海
産

物
の
き
む
ら
や
・
代
表
取
締

役
社
長)

▽
小
板
裕(

サ
ン
ス

イ
土
地
建
物
㈱
・
会
長)

▽
越

河
彰
統(

日
本
海
冷
凍
魚
㈱
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
庄
司
尚

史(

㈾
第
弐
商
会
・
代
表
社
員

社
長)

▽
友
田
博(

友
田
セ
ー

リ
ン
グ
㈱
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
長
石
徹(

㈱
山
陰
合
同

銀
行
境
港
支
店
・
支
店
長)

▽

永
田
篤
哉(

㈱
鳥
取
銀
行
境
港

支
店
・
支
店
長)

▽
西
村
誠(

境

港
海
陸
運
送
㈱
・
代
表
取
締

役
社
長)

▽
能
勢
忠
敏(

山
陰

ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
㈱
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
廣
瀨
直(

鳥

取
缶
詰
㈱
・
代
表
取
締
役)

▽

松
本
勝
志(

㈱
門
永
水
産
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
松
本
正

(

境
港
土
建
㈱
・
代
表
取
締
役

社
長)

▽
森
脇
哲
雄(

大
幸
㈱

・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
山
本

一
徳(

㈱
大
新
・
代
表
取
締
役

社
長)

▽
山
本
徹(

山
陰
冷
蔵

㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
山

本
博
敏(

山
本
博
敏
税
理
士
事

務
所
・
所
長)

 

監
　
事

▽
池
渕
賢
一
朗(

㈲
い
け
び
ん

ス
ト
ー
ア
・
代
表
取
締
役)

▽

岡
田
昭
夫(

㈲
岡
田
商
店
・
代

表
取
締
役
会
長)

▽
中
西
健
一

郎(

㈲
中
西
一
郎
商
店
・
代

表
取
締
役
社
長)

　

境
港
商
工
会
議
所
は
、
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
挙
・
選
任
を
行
い
、
昨
年
10
月
末
ま
で

に
全
80
人
の
議
員
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
昨
年
11
月
５
日
に
新
議
員
に
よ
る
臨

時
議
員
総
会
を
開
催
し
、
会
頭
に
堀
田
收
＝
堀
田
石
油
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長
を
再
任
し
た
ほ

か
、
向
こ
う
３
年
間
の
商
工
会
議
所
運
営
を
担
う
役
員
の
新
陣
容
を
整
え
ま
し
た
。

　
改
選
に
伴
い
、
選
出
さ
れ

た
議
員
、
委
嘱
さ
れ
た
会
頭

指
名
議
員
、
参
与
の
皆
さ
ん

は
、
次
の
通
り
で
す
。
任
期

は
い
ず
れ
も
２
０
１
９
年
11

月
１
日
か
ら
２
０
２
２
年
10

月
末
ま
で
。

 

議
　
員

▽
赤
石
有
平(

㈲
赤
石
商
店
・

代
表
取
締
役
会
長)

▽
足
立

祥(

足
立
燃
料
㈲
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
新
典
芳(

境
港

物
流
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
池
田
幸
仁(

㈱
リ
ン
ク
ス
・

代
表
取
締
役)

▽
池
本
惠
治

(

㈱
日
本
海
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

板
倉
一
晃(

㈲
板
倉
博
商
店
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
井
上

真
一(

㈱
港
タ
ク
シ
ー
・
取

締
役
総
務
部
長)

▽
上
野
洋

二(

㈱
上
野
水
産
・
代
表
取

締
役)

▽
遠
藤
健
司(

㈱
ケ
ン

ズ
ホ
ー
ム
・
代
表
取
締
役)

▽
岡
田
輝
昭(

㈱
岡
田
商
店
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
柏
木

晴
夫(

㈲
柏
木
精
麦
製
粉
所
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
片
山

良
孝(

美
保
テ
ク
ノ
ス
㈱
・

取
締
役
副
社
長)

▽
上
田
裕

子(

ま
る
か
商
事
㈱
・
代
表

取
締
役)

▽
川
口
利
之(

㈲
川

口
商
店
・
取
締
役)

▽
北
野

司(

㈲
北
野
建
築
工
業
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
木
村
光

哉(

㈱
き
さ
ら
ぎ
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
喜
多
村
一
司

(

㈲
北
陽
水
産
・
代
表
取
締

役)

▽
黒
見
泰
之(

㈱
さ
か
い

み
な
と
貿
易
セ
ン
タ
ー
・
常

務
取
締
役
管
理
部
長)

▽
小

倉
雅
司(

㈲
小
倉
水
産
食
品
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
酒
井

英(

㈱
酒
井
商
店
・
代
表
取

締
役)

▽
坂
本
全(

㈲
神
戸
ベ

ー
カ
リ
ー
・
代
表
取
締
役
社

長)

▽
篠
田
佳
夫(

マ
ル
コ
フ

ー
ズ
㈱
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
島
谷
憲
司(

㈱
島
谷
水
産
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
杉
山

孝
志(

㈲
杉
山
実
業
・
代
表

取
締
役)

▽
瀧
下
寿
夫(

大
海

通
産
㈱
・
常
務
取
締
役)

▽

田
口
孝
志(

米
子
信
用
金
庫

境
港
支
店
・
支
店
長)

▽
竹

下
朗(

弓
ヶ
浜
水
産
㈱
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
竹
中
弘

治(

北
陽
冷
蔵
㈱
・
代
表
取

締
役
社
長)
▽
竹
野
下
聡(

㈱

島
根
銀
行
境
支
店
・
支
店
長)

▽
田
中
幸
雄(

㈱
タ
ナ
カ
技

建
・
代
表
取
締
役)
▽
赫
太

郎(

甲
陽
ケ
ミ
カ
ル
㈱
境
港

工
場
・
代
表
取
締
役
会
長)

▽
土
井
一
朗(

㈱
味
屋
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
・
代
表
取
締
役)

▽
中
田
耕
治(

㈲
中
田
石
材

工
作
所
・
代
表
取
締
役)

▽
難

波
勇
強(

境
港
魚
凾
㈱
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
秦
野
博
行

(

東
亜
青
果
㈱
境
港
青
果
市

場
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽

橋
本
秀
秋(

㈲
橋
本
工
業
所
・

代
表
取
締
役)

▽
濱
浩
二(

山

陰
化
成
工
業
㈱
・
代
表
取
締

役
社
長)

▽
濱
田
正
道(

㈱
シ

ン
セ
イ
・
代
表
取
締
役
会
長)

▽
日
野
良
太(

㈱
さ
ん
れ
い

製
造
境
港
工
場
・
工
場
長)

▽
平
田
阜
士(

㈱
平
田
組
・

代
表
取
締
役)

▽
廣
江
晃(

(福)

こ
う
ほ
う
え
ん
・
副
理
事
長)

▽
廣
瀨
信
彦(

㈱
大
昇
食
品
・

代
表
取
締
役)

▽
堀
江
則
夫

(
大
海
㈱
・
取
締
役
総
務
部

長)
▽
宮
永
誠
治(

㈱
葬
仙
・

代
表
取
締
役
社
長)

▽
森
脇

尊
昭(

㈲
森
脇
自
動
車
・
代
表

取
締
役)

▽
森
脇
寛(
境
港
セ

ン
タ
ー
冷
蔵
㈱
・
代
表
取
締

役
社
長)

▽
山
﨑
慎
也(
㈱
や

ま
さ
き
・
代
表
取
締
役
社
長)

▽
山
根
暁(

㈱
ヤ
マ
ネ
産
機
境

港
営
業
所
・
取
締
役
会
長)

▽

吉
岡
俊
介(

㈱
オ
ー
ク
・
専
務

取
締
役)

▽
渡
邉
昇(

㈱
ワ
タ

ナ
ベ
・
代
表
取
締
役)

 

会
頭
指
名
議
員

▽
岩
本
秀
熙(

㈱
錦
海
化
成
・

代
表
取
締
役)

▽
梅
田
英
雄

(

㈲
渡
部
・
常
務
取
締
役)

▽

浦
川
英
敏(

㈱
あ
お
い
総
合

設
計
・
代
表
取
締
役)

▽
片

岡
敏
一(

㈱
カ
タ
セ
イ
・
代

表
取
締
役
社
長)

▽
金
田
孝

成(

カ
ネ
ッ
ク
ス
㈱
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
神
門
眞
比

古(

ア
ク
サ
生
命
保
険
㈱
米

子
営
業
所
・
所
長)

▽
木
村

俊
明(

㈲
三
共
物
流
運
輸
・

取
締
役
社
長)

▽
佐
田
山
一

成(

㈲
大
成
商
事
・
代
表
取

締
役
社
長)

▽
田
淵
英
志(

喜

満
フ
ー
ズ
㈲
・
取
締
役
会
長)

▽
鶴
木
俊
文(

㈱
中
海
テ
レ

ビ
放
送
・
専
務
取
締
役
総
務

境
港
商
議
所
議
員
改
選

今
期
の
議
員・会
頭
指
名
議
員
ご
紹
介

副会頭は松本、池口、三輪の3氏副会頭は松本、池口、三輪の3氏
― 境港商議所役員人事 ―

堀田收会頭 5期目に堀田收会頭 5期目に

堀田收 会頭

松本正福 副会頭

池口由紀彦 副会頭

三輪陽通 副会頭

部
長)

▽
福
谷
典
久(

海
上
石

油
㈲
・
代
表
取
締
役)

▽
舞

立
嘉
之(

田
中
窯
業
㈲
・
代

表
取
締
役
会
長)

▽
森
脇
照

夫(

中
国
電
力
㈱
米
子
営
業

所
・
所
長)

▽
山
口
尚
文(

山

進
運
輸
㈱
・
代
表
取
締
役)

▽
吉
川
真
一(

中
浦
食
品
㈱
・

常
務
執
行
役
員)

 

参
　
与

▽
岡
田
端(

㈱
岡
田
商
店
・
元

取
締
役
会
長)

▽
桝
田
知
身

(

境
港
市
観
光
協
会
会
長)

▽

増
谷
立
夫(

㈲
増
谷
慶
一
郎

薬
局
・
代
表
取
締
役)

▽
奥

森
清(

新
和
産
業
㈱
・
代
表

取
締
役
社
長)

▽
木
村
正
明

(

㈱
き
さ
ら
ぎ
・
代
表
取
締

役
会
長)

▽
門
脇
興
治(

境
港

商
工
会
議
所
・
元
専
務
理
事)

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、「
特

許
等
無
料
相
談
会
」
を
毎
月

１
回(

第
２
水
曜
日)

開
催

し
て
い
ま
す
。
同
相
談
会
で

は
、
知
的
財
産
権
に
つ
い
て

の
調
査
や
特
許
、
商
標
、
意

匠
の
出
願
・
登
録
方
法
な
ど
、

様
々
な
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

(

緻
密
厳
守)

。

　
同
相
談
会
の
１
月
開
催
の

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
１
月
８
日
㈬
　
午
後

１
時
～
４
時

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所

相
談
室(

境
港
市
上
道
町)

相
談
員
　
知
財
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー(

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
鳥
取

県
知
財
総
合
支
援
窓
口
か
ら

派
遣)

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
︱
１
１

１
１)

へ
。

毎月第2水曜日

特許等無料相談会
1月は8日に開催

2
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•
•
•
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•

　写真は今から37年前、松江高専サッカー部の時の写真です。中学
校では庭球部(今で言うソフトテニス部)に入っていましたが、本番に弱
く、試合では緊張してしまい、力を発揮できずに３年間で諦めました。
　そのため、高専では団体競技ならば緊張しないだろうと考え、小学
生の時にやっていたサッカーを再び始めました。小学４年生の時に始
めたサッカーでしたが、中学３年間のブランクもあり、ミスをしては先
輩から叱られ、やはり緊張することに変わりはありませんでした。
　スポーツは精神面が強くないと上手くならないと、つくづく感じたも
のです。全体練習が終わった
後も、先輩や同級生が居残り
で暗くなるまで自主トレに付き
合ってくれたことが思い出され
ます。
　夏には合宿があり、宿舎で
みんなが雑魚寝で寝泊まりし
ていました。何をしていたのか
は、 よく思い出せませんが、
夜遅くまで騒いで楽しかったこ
とが記憶に残っています(もち
ろん未成年者なのでアルコールは飲んでいません)。
　こうして、サッカー部での生活は、気の合う先輩や同級生にも支え
られ、悩みながらも楽しく卒業まで続けることができました。そうい
う意味では達成感があり、自信につながったと思います。
　社会人になってからも、会社のクラブチームで30歳くらいまではプレ
ーを続けていましたが、靭帯を切ったのを機に断念し、今では観戦す
ることを楽しんでいます。（談）

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 46

自信につながったサッカー部時代
境港商工会議所 会頭指名議員  森脇 照夫氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟
の写真をご紹介しています。今回は、会頭指名議員・森脇照夫氏
(中国電力㈱米子営業所・所長、55歳)の1枚です。 

「地域の課題解決が当社の使命」と熱
く語る三浦健吾氏＝境港商工会議所

〝
そ
ぞ
ろ
歩
き
〞テ
ー
マ
に

中
海
テ
レ
ビ
放
送・三
浦
健
吾
氏
が
講
演
優良従業員
表　彰　式

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
昨

年
11
月
23
日
・
勤
労
感
謝
の

日
に
優
良
従
業
員
表
彰
式
を

開
催
。
式
典
終
了
後
、
㈱
中

海
テ
レ
ビ
放
送
の
三
浦
健
吾

氏
を
講
師
に
「
そ
ぞ
ろ
歩
き

で
再
発
見
！ 

地
域
の
魅
力
」

と
題
す
る
記
念
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。

　
三
浦
氏
は
、
同
社
の
放
送

事
業
本
部
副
本
部
長
で
編
成

部
長
と
制
作
部
長
を
兼
任
。

中
海
テ
レ
ビ
放
送
の
看
板
番

組
「
出
会
い 

ふ
れ
あ
い 

そ
ぞ

ろ
歩
き
」
の
リ
ポ
ー
タ
ー
で

も
あ
り
ま
す
。

　
同
番
組
は
、
鳥
取
県
西
部

の
各
市
町
村
を
「
そ
ぞ
ろ
歩

き
」
し
て
、
地
域
の
人
々
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
伝
統
文
化

や
歴
史
、
風
習
な
ど
を
紹
介

し
て
い
る
も
の
。
三
浦
氏
は

す
で
に
１
７
０
地
域
を
歩
き
、

し
か
も
全
エ
リ
ア
を
３
周
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
三
浦
氏
は
、「
番
組
で
大

切
に
し
て
い
る
の
は
、
相
手

の
話
を
よ
く
聞
く
こ
と
で
す
。

あ
い
づ
ち
を
打
ち
、
同
じ
キ

ー
ワ
ー
ド
を
繰
り
返
し
、
相

手
が
言
っ
た
こ
と
を
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
要
約
す
る
こ
と
で
、

会
話
は
う
ま
く
い
き
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
海
テ
レ
ビ
放
送

は
企
画
を
考
え
る
時
▽
楽
し

い
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
▽
学
び

が
あ
る
▽
驚
き
が
あ
る
▽
助

か
る(

番
組
を
見
て
視
聴
者

が
何
か
助
か
っ
た
と
思
っ
て

も
ら
う)

▽
好
奇
心
が
満
た

あいさつをする奥森清会長=ANA
クラウンプラザホテル米子

サッカーを練習中の森脇照夫氏
さ
れ
る
▽
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
▽

今
を
映
す
︱
を
モ
ッ
ト
ー
と

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　「
必
要
な
の
は
与
作
で
す
。

『
へ
ー
、
へ
ー
、
ほ
ー
』、
そ

こ
に
与
作
は
あ
る
の
か
を
大

切
に
し
て
い
る
」
と
、
三
浦

氏
は
番
組
制
作
の
極
意
を
伝

え
ま
し
た
。

　
最
後
に
三
浦
氏
は
、
放
送

業
界
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
も
触

れ
、「
地
域
の
課
題
解
決
が
当

社
の
使
命
」
と
明
言
。
郷
土

愛
あ
ふ
れ
る
話
に
参
加
者
一

同
が
感
激
し
た
講
演
で
し
た
。

　
地
元
企
業
の
今
日
が
あ

る
の
は
、
こ
の
人
た
ち
の

力
が
あ
っ
た
か
ら
︱
。

　
昨
年
11
月
23
日
に
境
港

商
工
会
議
所
は
、
第
59
回

優
良
従
業
員
表
彰
式
を
行

い
、
30
事
業
所
・
54
人
の

皆
さ
ん
を
表
彰
し
ま
し
た
。

同
表
彰
式
は
、
当
商
工
会

議
所
の
会
員
事
業
所
に
10

年
以
上
勤
務
し
、
事
業
主
か

ら
推
薦
を
受
け
た
従
業
員
を

対
象
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。

　
受
賞
者
の
お
名
前
は
、
次

の
通
り
で
す(

敬
称
略
・
順

不
同)

。

▽
宮
廻
廣(

境
港
海
陸
運
送

㈱)

▽
水
津
文
一(

同)

▽
内
田

淳(

同)

▽
蔵
正
臣(

同)

▽
足

立
正
子(

日
本
海
冷
凍
魚
㈱)

▽
浜
田
幸
笑(

同)

▽
丸
井
美

穂(

同)

▽
木
村
浩
希(

同)

▽

大
瀧
由
佳
子(

㈱
き
さ
ら
ぎ)

▽
権
田
絵
理(

同)

▽
足
立
佳

子(

同)

▽
石
原
伸
仁(

大
幸

㈱)

▽
新
達
也(

同)

▽
福
本

重
成(

同)

▽
古
橋
剛(

境
港

市
観
光
協
会)

▽
福
留
康
次

(

同)

▽
加
藤
敏
夫(

同)

▽
浜

田
佳
子(

甲
陽
ケ
ミ
カ
ル
㈱
境

港
工
場)

▽
岩
田
直
宏(

同)

▽
渡
邊
大
志(

同)

▽
渡
英
子

(

㈱
海
産
物
の
き
む
ら
や)

▽

手
島
桃
子(

同)

▽
吉
森
大
吾

(

境
港
物
流
㈱)

▽
山
下
秀
喜

(

同)

▽
井
田
喜
代
子(

フ
ジ

ッ
コ
㈱
境
港
工
場)

▽
木
村

ひ
と
み(

同)

▽
大
田
恵
理
子

(

㈱
カ
ワ
バ
タ
印
刷)

▽
濱
田

理
恵(

同)

▽
藤
村
孝
規(

三

光
エ
ナ
ジ
ー
サ
ー
ビ
ス
㈱)

▽

道
川
由
紀
子(

同)

▽
上
野
勝

政(

大
海
通
産
㈱)

▽
廣
江
政

人(

同)

▽
生
田
美
恵(

山
陰

ア
シ
ッ
ク
ス
工
業
㈱)

▽
福
本

雄
平(

同)

▽
中
居
綾
子(

友

田
セ
ー
リ
ン
グ
㈱)

▽
渡
部
孝

志(

同)

▽
笠
井
翔(

境
港
魚
市

場
㈱)

▽
谷
口
知
子(

同)

▽
佐

藤
奈
緒(

大
亜
通
信
工
業

㈱)

▽
神
原
泰
人(

同)

▽
法

橋
竜
平(

㈱
ヒ
キ
ノ)

▽
坪

井
真
一(

千
代
む
す
び
酒

造
㈱)

▽
西
尾
晃
平(

(福)
境

港
福
祉
会)

▽
川
堀
昌
美

(

マ
ル
コ
フ
ー
ズ
㈱)

▽
岸

本
哲(

㈲
森
脇
自
動
車)

▽

村
松
雪
惠(

㈱
山
陰
合
同

銀
行
境
港
支
店)

▽
藤
井

豊(

㈱
大
昇
食
品)

▽
斉
木

浩
二(

㈱
キ
サ
・
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ)

▽
松
口
涼
太

(

山
陰
冷
蔵
㈱)

▽
黒
山
猛

(

㈱
港
タ
ク
シ
ー)

▽
藤

原
亮
兵(

Ｉ.

Ｃ.

テ
ィ
ア

ラ
ム
㈱)

▽
石
尾
誉(

新
和

産
業
㈱)

▽
松
原
直
人(

㈱

カ
タ
セ
イ)

▽
板
持
由
穀

(

㈱
セ
ノ
ン
山
陰
支
社)

　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地
協

力
会(

奥
森
清
会
長)

は
12
月

３
日
、
創
立
40
周
年
記
念
講

演
会
と
祝
賀
会
を
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
米
子

(
米
子
市
久
米
町)

で
開
催
し

ま
し
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
「
日
本

国
憲
法
制
定
時
の
憲
法
解
釈

と
現
在
の
国
際
情
勢
」
を
テ

ー
マ
に
元
・
防
衛
省
統
合
幕

僚
学
校
長
の
石
野
次
男
氏
が

講
演
。

　
続
い
て
行
っ
た
記
念
祝
賀

会
で
は
、
隊
員
表
彰
式
を
併

せ
て
開
催
。
自
治
会
で
の
中

心
的
な
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
指

導
を
通
じ
た
青
少
年
育
成
な

ど
、
地
域
社
会
と
の
交
流
を

積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
美

保
基
地
隊
員
に
同
協
力
会
か

ら
表
彰
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
奥
森
会
長
は
「
美
保
基
地

の
皆
様
に
は
多
方
面
に
わ
た

り
地
域
行
事
を
ご
支
援
い
た

だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
美
保
基
地
の
諸
行
事
へ

の
協
力
を
中
心
に
、
地
域
で

の
美
保
基
地
へ
の
総
合
的
理

解
を
深
め
る
活
動
を
強
化
し

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
会
員
一
同
、
美
保
基
地
と

同
協
力
会
の
歩
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
今
後
も
国
防

思
想
の
普
及
や
自
衛
隊
と
地

域
社
会
の
相
互
の
友
好
を
図

る
活
動
を
推
進
し
て
い
く
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

優良従業員表彰式

― 境港商議所 ―

54人の功績たたえる
第58回

地
域
社
会
交
流
に
貢
献
の
隊
員
表
彰
も

美
保
基
地

協
力
会
40
周
年
記
念
事
業
を
挙
行

3
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4

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と

元
号
が
変
わ
り
、
消
費
税
が
増

税
さ
れ
ま
し
た
。

　
隣
国
韓
国
と
の
関
係
悪
化
に

よ
り
、
エ
ア
ソ
ウ
ル
と
Ｄ
Ｂ
Ｓ

ク
ル
ー
ズ
の
運
行
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
一
方
で
上

海
便
の
就
航
が
決
ま
り
、
新
し

い
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
完
成

し
た
こ
と
は
明
る
い
話
題
で
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
ご
健

勝
で
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
工
業
部
会
は
、
第
１
分
科
会

(

鉄
工
業
、
造
船
業
、
機
械
器

具
製
造
・
修
理
業
、
自
動
車
整

備
業)

、
第
２
分
科
会(

木
材
・

木
製
品
製
造
業
、
建
設
資
材
製

造
業)

、
第
３
分
科
会(

食
料
品

製
造
業)

、
第
４
分
科
会(

そ
の

他
の
製
造
業)

で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
は
、
中
海
・
宍

２
０
２
０
年
に
思
う

境
港
商
工
会
議
所
の
部
会
長
・
女
性
会
長
ら
の
年
頭
所
感
を
掲
載
し
ま
す（
順
不
同
）。

水

産

業

部

会

部
会
長
　
石
　
橋
　
　
　
久

（
境
港
魚
市
場
㈱

代
表
取
締
役
社
長
）

工

業

部

会

部
会
長
　
岡
　
空
　
晴
　
夫

（
千
代
む
す
び
酒
造
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

商

業

部

会

部
会
長
　
門
　
永
　
康
一
郎

（
㈱
昭
和
船
具
店
代
表
取
締
役
）

建

設

業

部

会

部
会
長
　
足
　
立
　
收
　
平

（
㈱
平
設
計
代
表
取
締
役
）

　
商
業
部
会
を
取
り
巻
く
環
境

道
湖
・
大
山
圏
域
も
の
づ
く
り

連
携
事
業
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
商
談
会
・
展
示
会
が
初
め
て

出
雲
市
の
平
田
町
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
同
商
談
会
・
展
示
会
は
、
境

港
市
、
米
子
市
、
安
来
市
、
松

江
市
、
出
雲
市
の
行
政
や
商
工

団
体
で
組
織
し
た
実
行
委
員
会

が
主
催
し
、
各
市
の
持
ち
回
わ

り
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の

圏
域
に
は
、
70
万
人
近
く
が
集

積
し
、
日
本
海
側
で
は
一
番
の

大
き
な
経
済
圏
で
す
。

も
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
に
ぎ
わ

い
に
負
け
な
い
よ
う
に
頑
張
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

年
は
部
会
の
講
習
会
や
視
察
研

修
な
ど
を
更
に
魅
力
あ
る
企
画

　
こ
と
し
は
、
境
港
の
当
番
で
、

11
月
上
旬
に
「
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
」
で
行
う
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
境
港
の
特

色
を
活
か
し
、
食
品
を
中
心
に

日
本
全
国
か
ら
多
く
の
バ
イ
ヤ

ー
を
招
き
、
商
談
会
、
展
示
会

を
通
じ
て
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

の
創
出
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
多
く
の
会
員
企
業

の
エ
ン
ト
リ
ー
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
県
内
商
工
会
議

所
工
業
部
会
と
の
交
流
事
業
、

全
国
の
展
示
・
商
談
会
、
異
業

種
交
流
会
の
参
加
、
講
演
会
、

セ
ミ
ナ
ー
、
視
察
研
修
会
な
ど

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
昨
年
の
７
月
に
は
水
木
し

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
は
、
謹
ん
で
新

春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
日
本
各
地
で
台
風
や

水
害
な
ど
、
多
く
の
被
害
が
発

生
し
ま
し
た
。
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
境
港
の
基
幹
産
業
で
あ
る
水

産
業
を
支
え
る
境
漁
港
は
、
西

日
本
最
大
の
水
揚
げ
を
誇
り
、

特
定
第
三
種
漁
港
に
指
定
さ
れ
、

多
種
多
様
な
水
産
物
が
水
揚
げ

さ
れ
る
国
内
有
数
の
漁
港
で
あ

り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
高
度
衛
生
管
理
型

市
場
の
陸
送
上
屋
、
１
号
上
屋

の
完
成
に
伴
い
６
月
か
ら
供
用

が
開
始
さ
れ
、
現
在
は
２
号
上

屋
の
整
備
工
事
が
着
々
と
進
ん

で
お
り
、
２
０
２
２
年
の
半
ば

に
は
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
境
漁
港
の
魚
介

類
は
安
心
、
安
全
で
あ
る
こ
と

を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
、
消
費

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
き
た

い
と
、
業
界
一
体
と
な
っ
て
頑

張
っ
て
い
る
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
境
漁
港
の
昨
年
の
漁
獲
量
は
、

地
球
温
暖
化
の
影
響
も
あ
り
、

海
水
温
が
１
℃
か
ら
２
℃
上
昇

し
、
前
年
よ
り
も
減
少
し
ま
し

た
。
本
年
は
、
県
内
外
船
の
入

港
を
期
待
し
、
水
揚
げ
増
加
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
３
月
に
は
、
末
永
い

豊
漁
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
海
の
幸
に
感
謝
を
捧
げ

る
「
魚
類
感
謝
之
塔
」
が
新
魚

市
場
に
建
立
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

10
月
に
は
、
水
産
物
を
活
か
し

た
創
作
料
理
の
コ
ン
テ
ス
ト

(

み
な
と
オ
ア
シ
ス
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ

ル
メ
全
国
大
会)

が
新
タ
ー
ミ

ナ
ル
「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ

ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
境
港
市
は
、
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
、
市
場
見
学
な
ど
、
国
内

海
外
か
ら
の
旅
行
客
も
多
く
来

る
街
で
す
。
我
々
水
産
業
界
と

し
て
も
地
域
の
発
展
の
た
め
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い

げ
る
ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

完
成
も
あ
り
、
国
内
の
観
光
客
、

そ
し
て
海
外
の
お
客
様
の
来
訪

も
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
と
し
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　
１
月
か
ら
は
、
米
子
鬼
太
郎

空
港
︱
上
海
便
の
就
航
も
始
ま

り
、
４
月
か
ら
は
竹
内
南
地
区

に
新
た
な
物
流
・
交
流
拠
点
を

目
指
し
て
、「
境
夢
み
な
と
タ

ー
ミ
ナ
ル
」
の
供
用
が
始
ま
り
、

世
界
中
か
ら
大
型
ク
ル
ー
ズ
客

船
や
定
期
貨
客
船
が
寄
港
す
る

な
ど
、
境
港
に
新
た
な
国
際
化

の
時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し

で
、
本
年
も
こ
の
地
域
の
発
展

の
た
め
に
、山
陰
人
得
意
の「
も

の
づ
く
り
」
の
伝
統
技
を
活
か

し
、
前
向
き
に
、
積
極
的
に
、

ワ
ン
チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ
、

素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

化
に
伴
う
技
術
の
継
承
も
大
き

な
課
題
で
す
。

　
我
が
境
港
は
、
大
き
な
災
害

の
な
い
地
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、

西
部
地
震
の
様
な
天
災
が
い
つ

起
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
建

設
業
部
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

県
お
よ
び
市
と
協
力
し
て
非
常

時
の
対
応
を
し
て
い
く
必
要
が

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
お
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
建
設
業
部
会
は
第
１
分
科
会

が
建
設
業
、
第
２
分
科
会
が
建

築
・
土
木
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、そ

の
他
の
建
設
関
係
サ
ー
ビ
ス
業

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
境
港
市
で
は
、
引
き
続
き
漁

港
の
整
備
で
、
高
度
衛
生
管
理

型
市
場
が
建
設
中
で
す
。
ま
た
、

竹
内
団
地
の
「
境
夢
み
な
と
タ

ー
ミ
ナ
ル
」
や
岸
壁
及
び
附
帯

工
事
も
完
了
し
、
今
春
か
ら
供

用
さ
れ
ま
す
。
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
も
、
い
よ
い
よ
工
事
着
工

に
な
り
ま
す
。
下
水
道
工
事
も

引
き
続
き
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
全
業
種
に
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
建
設
業
で
も
労
働
力
不
足

が
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
お
り
、

昨
今
の
異
常
気
象
に
よ
る
被
害

の
復
旧
に
お
い
て
、
さ
ら
に
人

手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
熟
練
し
た
職
人
の
高
齢

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
国
の

専
門
家
派
遣
制
度
な
ど
を
活
用

し
て
、
無
料
で
専
門
家
を
派
遣

し
て
い
ま
す
。
専
門
家
が
経
営

課
題
解
決
の
第
一
歩
に
向
け
、

直
接
事
業
所
を
訪
問
し
て
お
手

伝
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会
議

所
相
談
課(

☎
44
︱
１
１
１
１)

へ
。

で
提
案
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
り
、
さ
ら
に
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
向
け
て
も
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
会
員
は
も
と
よ
り
、
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会　

こ

と
し
10
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰
に

「
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
周

辺(

竹
内
団
地)

」
で
開
催
。

運
輸
通
信
業
部
会

部
会
長
　
西
　
村
　
　
　
誠

（
境
港
海
陸
運
送
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

通
信
・
情
報
伝
達
・
メ
デ
ィ
ア

な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

の
強
化
が
我
々
の
住
む〝
境
港
〟

を
よ
り
安
全
、
安
心
、
健
康
に

す
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
地
で
も
昨
年
は
政
治
的

な
関
係
で
、
日
韓
の
大
き
な
岐

路
と
な
り
、
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｓ
Ｅ
Ｏ

Ｕ
Ｌ
が
米
子
空
港
へ
の
運
航
を

休
止
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｂ
Ｓ
ク
ル
ー

ズ
の
休
止
、
そ
れ
に
よ
る
韓
国

人
観
光
客
の
激
減
が
様
々
な
影

響
を
生
み
出
し
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
本
年
４
月

か
ら
竹
内
南
地
区
で
の
港
湾
機

能
強
化
の
一
環
で
あ
る
「
境
夢

み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
」
の
運
用

が
開
始
さ
れ
、
貨
客
船
へ
の
利

便
性
が
格
段
に
向
上
し
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
、

市
民
の
皆
様
、
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
つ
つ
が
な
く

新
年
を
お
迎
え
さ
れ
た
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
加
え
て
こ
こ
数
年
、
予
想
を

は
る
か
に
超
え
る
自
然
災
害
が

発
生
し
、
未
だ
復
興
、
復
旧
に

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、

当
運
輸
通
信
業
部
会
の
役
割
の

大
切
さ
、
人
的
援
助
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

に
か
か
わ
る
責
任
の
重
大
さ
を

改
め
て
認
識
し
、
道
路(

高
速

含
む)

・
空
港
・
港
の
イ
ン
フ
ラ
、

　
ま
た
昨
年
４
月
、
Ｋ
Ｍ
Ｔ
Ｃ

(

高
麗
海
運
ジ
ャ
パ
ン
㈱)

が

国
際
コ
ン
テ
ナ
航
路
を
１
航
路

新
設
し
た
の
に
加
え
、
本
年
に

は
新
規
船
会
社
が
新
た
な
国
際

コ
ン
テ
ナ
航
路
の
就
航
を
見
込

ん
で
お
り
、
港
湾
の
利
便
性
が

確
実
に
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
し
て

お
り
ま
す
。

　
空
港
関
連
で
も
今
月
、
吉
祥

航
空
の
上
海
︱
米
子
便
新
規
乗

り
入
れ
が
始
ま
り
、
中
国
を
含

む
観
光
客
の
増
加
に
新
た
な
局

面
、
更
な
る
飛
躍
を
大
い
に
期

待
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　
本
年
は
今
ま
で
の
方
法
、
方

策
、
考
え
に
加
え
て
さ
ら
に
何

が
必
要
か
？
　
誰
が
必
要
か
？

を
検
討
・
実
施
す
る
か
が
問
わ

れ
る
と
考
え
ま
す
。

　
当
部
会
と
し
ま
し
て
、
こ
の

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
・
飛

躍
化
に
向
け
、
関
わ
り
を
強
く

持
ち
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
本
年
も
引
き
続
き
ご
支
援

・
ご
協
力
を
賜
り
た
く
存
じ
ま

す
。

　
境
港
の
ま
す
ま
す
の
未
来
発

展
と
会
員
の
皆
様
、
市
民
の
皆

様
、
関
係
者
、
ご
家
族
の
ご
健

勝
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
と
し
一
年
、
会
員
の
皆
様
、

ま
た
各
企
業
に
と
り
ま
し
て
、

よ
り
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、

祈
念
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

経
営
課
題
の
解
決
に

専
門
家
を
派
遣
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観
光
サ
ー
ビ
ス
業
部
会

部
会
長
　
岩
　
木
　
佑
　
二

（
㈲
末
広
ド
ラ
イ
代
表
取
締
役
）

境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

会
長
　
木
　
村
　
真 

理 

子

（
㈱
き
さ
ら
ぎ 

常
務
取
締
役
）

金
融
保
険
業
部
会

部
会
長
　
長
　
石
　
　
　
徹

（
㈱
山
陰
合
同
銀
行
境
港
支
店
支
店
長
）

庶

業

部

会

部
会
長
　
小
　
板
　
　
　
裕

（
サ
ン
ス
イ
土
地
建
物
㈱
会
長
）

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
自
然
災
害
が
少
な

く
、
極
め
て
恵
ま
れ
た
海
陸
空

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
境

港
市
が
新
元
号
２
年
目
と
な
っ

た
本
年
に
力
強
く
躍
進
す
る
年

と
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
日
本
を
は
じ
め
と

し
た
地
球
レ
ベ
ル
の
災
害
、
さ

ら
に
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国

な
ど
、
関
係
深
い
国
の
不
安
な

状
況
の
た
め
、
わ
が
国
の
先
行

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
境
港
商
工
会
議
所

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
、
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
昨
年
の
我
が
国
経
済
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
７
月
︱
９
月
期

の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
前
期
比+

０
・
１
㌫
と
４
四
半
期
連
続
で

プ
ラ
ス
成
長
と
な
り
ま
し
た
。

　
外
需
寄
与
度
は
、
前
期
比
▲

０
・
２
㌫
と
４
半
期
連
続
で
成

長
率
の
押
し
下
げ
と
な
り
ま
し

た
が
、
消
費
増
税
前
の
駆
け
込

み
需
要
を
主
因
と
し
て
民
間
消

費
は
、
前
期
比
０
・
５
㌫
増
と

高
め
の
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
的
固
定
資
本
形
成

(

公
共
事
業
関
連)

は
、
前
期
比

＋
１
・
６
㌫
と
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
よ
う
に
、
国
内
民
間
需

要
、
公
的
需
要
が
と
も
に
増
加

し
、
外
需
の
マ
イ
ナ
ス
を
カ
バ

ー
す
る
形
に
な
っ
た
こ
と
が
プ

ラ
ス
成
長
の
要
因
と
し
て
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
10
月
︱
12
月
期
は
、
前
回
増

税
時
に
比
べ
れ
ば
、
規
模
は
小

さ
い
も
の
の
、
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
減
が
発
生
す
る
こ
と
、

税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
物
価
上

昇
に
よ
っ
て
実
質
所
得
が
低
下

す
る
こ
と
か
ら
、
民
間
消
費
が

大
き
く
減
少
し
、
明
確
な
マ
イ

ナ
ス
成
長
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
山
陰
地
方
の
経
済
動
向
は
、

設
備
投
資
が
高
水
準
で
推
移
し
、

労
働
需
要
も
引
き
締
ま
っ
て
い

る
も
の
の
、
海
外
景
気
の
減
速

や
消
費
増
税
の
影
響
な
ど
か
ら

生
産
活
動
や
個
人
消
費
に
弱
い

動
き
が
見
ら
れ
、
持
ち
直
し
の

動
き
に
足
踏
み
感
が
う
か
が
わ

れ
る
状
況
で
す
。

き
の
不
透
明
感
が
深
ま
っ
た
年

で
あ
り
ま
し
た
。

　
特
に
温
暖
化
要
因
が
影
響
し

て
い
る
と
言
わ
れ
る
台
風
や
豪

雨
な
ど
に
よ
る
深
刻
な
被
害
は
、

多
く
の
人
に
苦
し
み
を
与
え
ま

し
た
。
一
刻
も
早
い
復
興
を
心

か
ら
望
む
と
と
も
に
、
今
後
、

温
暖
化
問
題
は
人
類
生
存
に
関

わ
る
世
界
共
通
の
重
要
課
題
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
明
る
い
話
題
の
少
な
い

環
境
下
に
あ
っ
て
、
境
港
市
は

高
度
衛
生
管
理
型
市
場
の
開
場
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
夜
間
を

含
め
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
姿
を

現
し
た
貨
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

米
子
鬼
太
郎
空
港
の
国
際
化
充

実
に
向
け
た
改
修
な
ど
、
明
る

い
話
題
の
多
い
年
で
し
た
。

　
境
港
経
済
を
担
っ
て
き
た
水

産
業
の
海
の
環
境
変
化
を
主
因

と
す
る
漁
獲
量
減
少
、
日
韓
の

政
治
状
況
を
背
景
と
す
る
米
子

︱
ソ
ウ
ル
便
の
運
休
問
題
な
ど

は
あ
り
ま
し
た
が
、
動
き
出
し

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
着
々
と
進

捗
し
、
新
た
に
創
出
し
た
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
具
現
化
な
ど
、
豊

か
な
境
港
市
の
実
現
に
拍
車
が

か
か
る
こ
と
は
、
間
違
い
あ
り

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
庶
業

部
会
の
活
動
に
何
か
と
ご
協
力

を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
何
卒
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
前
天
皇
が
退

位
さ
れ
、
新
天
皇
誕
生
に
国
民

挙
げ
て
祝
意
を
奉
じ
ま
し
た
。

令
和
二
年
の
本
年
が
災
害
の
無

い
、
穏
や
か
な
年
に
な
る
こ
と

を
願
い
た
い
も
の
で
す
。

　
世
の
中
の
全
体
的
な
景
気
は

大
企
業
を
中
心
と
し
て
や
や
上

向
き
、
も
し
く
は
横
ば
い
状
態

で
す
が
、
消
費
税
の
二
㌫
ア
ッ

プ
に
よ
っ
て
国
民
の
消
費
動
向

に
節
約
気
分
が
見
ら
れ
、
ど
の

業
界
も
業
績
が
伸
び
悩
む
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
近
の
人
手
不
足
に

よ
り
、
特
に
土
木
、
建
設
業
、

運
輸
業
、
コ
ン
ビ
ニ
業
界
な
ど

で
は
、
労
働
環
境
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
迫
ら
れ
る
ほ
ど
、
深

刻
な
状
況
の
よ
う
で
す
。
ま
し

て
、
報
酬
も
福
利
厚
生
も
低
い

中
小
企
業
は
、
い
く
ら
募
集
し

て
も
応
募
す
る
者
す
ら
な
く
、

後
継
者
も
い
な
い
こ
と
か
ら
、

や
む
な
く
事
業
継
続
を
断
念
せ

ざ
る
を
得
な
い
企
業
が
今
後
続

出
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
日
頃
か

ら
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会
の

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
ご
理

解
、
ご
支
援
を
賜
り
心
か
ら
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
女
性
会
は
、
創
立
50

年
を
迎
え
、
昨
年
の
10
月
９
日

に
記
念
式
典
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
境

港
商
工
会
議
所
の
堀
田
收
会
頭

を
始
め
と
す
る
ご
来
賓
の
皆
様
、

中
国
地
方
各
地
商
工
会
議
所
女

性
会
の
皆
様
な
ど
、
80
人
余
り

の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
改
め
て
、
境
港
商
工
会

議
所
女
性
会
の
歩
み
を
振
り
返

る
と
共
に
、
今
後
の
事
業
の
推

進
に
向
け
決
意
を
新
た
に
い
た

し
ま
し
た
。

　
式
典
に
併
せ
て
開
催
し
た
記

念
講
演
で
は
、
境
港
市
出
身
で

元
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
キ
ャ

プ
テ
ン
、
そ
し
て
現
在
は
境
港

市
役
所
職
員
の
傍
ら
、
な
で
し

こ
ジ
ャ
パ
ン
の
コ
ー
チ
と
し
て

も
活
躍
さ
れ
て
い
る
大
部
由
美

さ
ん
を
お
迎
え
し
、「
私
を
支

え
た
反
骨
心
」
の
テ
ー
マ
で
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
は
、
私
た
ち
の
更
な
る

躍
進
を
後
押
し
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
な
内
容
で
、
参
加
者
一
同

が
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
こ

う
と
す
る
元
気
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
ま
た
、
先
月
21
日
に
は
記
念

事
業
と
し
て
、
大
部
さ
ん
指
導

ま
せ
ん
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
本
年

が
平
和
で
、
ま
た
皆
様
が
ご
健

勝
で
栄
え
あ
る
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
不
動
産
業
界
は
、
全
国
的
に

は
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
が
、

業
界
内
の
業
者
淘
汰
に
一
段
と

拍
車
が
掛
か
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。
す
な
わ
ち
、
将
来
も
残
存

す
る
企
業
に
な
れ
る
か
ど
う
か
、

生
き
残
り
を
か
け
て
戦
う
時
代

に
突
入
し
た
と
い
え
ま
す
。

の
も
と
女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室

「
な
で
し
こ
ひ
ろ
ば
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
会
は
、
Ｊ
Ｆ
Ａ(

日
本
サ

ッ
カ
ー
協
会)

の
「
な
で
し
こ

ビ
ジ
ョ
ン
」
に
賛
同
し
、
ひ
た

む
き
で
芯
が
強
く
、
明
る
く
礼

儀
正
し
い
「
な
で
し
こ
」
ら
し

い
選
手
の
育
成
と
女
子
サ
ッ
カ

ー
普
及
活
動
へ
の
支
援
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
と
言
う

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
将
来
の
女

性
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き

る
人
材
育
成
の
一
助
を
担
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
女
性
な
ら
で
は

の
し
な
や
か
な
感
性
で
、
明
る

さ
や
元
気
さ
を
発
揮
し
、
地
域

の
活
動
を
支
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
女
性
会
に
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
本
年
も
引
き
続

き
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
境
港
市
で
は
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
、
１
年
半
が
経
過
す
る

中
で
、
観
光
入
り
込
み
状
況
も

３
２
０
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
、

賑
わ
い
が
継
続
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
竹
内
南
地
区
貨
客
船
タ

ー
ミ
ナ
ル
「
境
夢
み
な
と
タ
ー

ミ
ナ
ル
」
の
旅
客
上
屋
も
完
成

し
、
今
春
に
は
、
華
や
か
に
ク

ル
ー
ズ
船
の
受
け
入
れ
が
開
始

さ
れ
ま
す
。

　
境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型

漁
港
・
市
場
整
備
事
業
も
一
部

供
用
が
開
始
さ
れ
る
な
ど
、
着

々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
、
港
町

の
特
性
や
地
域
資
源
を
活
か
し

た
振
興
策
が
実
現
し
つ
つ
あ
る

と
こ
ろ
で
す
。

　
空
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
１

月
か
ら
米
子
鬼
太
郎
空
港
と
上

海
浦
東
空
港
と
の
定
期
便
が
就

航
す
る
な
ど
、
更
な
る
観
光
振

興
や
交
流
の
拡
大
も
期
待
で
き

ま
す
。

　
私
ど
も
金
融
保
険
業
部
会
と

い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
活
性

化
に
向
け
た
地
域
振
興
策
に
対

し
て
関
わ
り
を
強
く
持
ち
、
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
尽
力
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
本
年
も
倍

旧
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
境
港
市
で
は
、
地
価
が
安
値

安
定
の
ま
ま
で
、
中
古
住
宅
の

売
買
市
場
だ
け
は
活
発
、
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
動
き
は
鈍
い
と
い

う
情
勢
で
す
。

　
本
年
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

　
全
国
の
公
共
職
業
安
定
所

(

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク)

は
現
在
、
雇

用
保
険
の
手
続
き
に
か
か
る
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
作
業
時
間
を

削
減
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
雇
用
保
険
の
申
請
が
で

き
る
電
子
申
請
の
利
用
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る

た
め
、
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は

こ
と
し
１
月
か
ら
雇
用
保
険
適

用
窓
口
の
受
付
時
間
を
午
後
４

時
ま
で
と
し
、
以
降
は
電
子
申

請
に
よ
る
申
請
と
届
け
出
の
集

中
処
理
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
雇
用
保
険
適
用
窓
口
で
行
う

手
続
き
は
、
事
業
主
な
ど
が
行

う
申
請
と
届
出(

事
業
所
・
被

保
険
者
関
係
手
続
、
雇
用
保
険

継
続
給
付
手
続)

な
ど
で
す
。

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
の
担
当

者
は
、「
電
子
申
請
の
処
理
を

迅
速
化
す
る
た
め
、
窓
口
受
付

時
間
が
変
更
と
な
る
こ
と
に
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
機
会
に
便
利
な
電
子
申
請

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

米
子(

☎
33
︱
３
９
１
１)

へ
。

　
鳥
取
県
内
の
特
定(

産
業
別)

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
、
１
時

間
が
８
０
７
円
に
な
り
ま
し
た
。

発
効
日
は
12
月
28
日
で
し
た
。

　
適
用
さ
れ
る
の
は
、
鳥
取
県

の
区
域
内
で
電
子
部
品
・
デ
バ

イ
ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製

造
業
を
営
む
使
用
者
及
び
使
用

さ
れ
る
労
働
者
で
す
。

　
一
方
、
鳥
取
県
最
低
賃
金
は

昨
年
10
月
５
日
か
ら
１
時
間
７

９
０
円
に
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
産
業
別
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
鳥
取
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室(

☎
０
８
５
７
︱

29
︱
１
７
０
５)

ま
た
は
、
米

子
労
働
基
準
監
督
署(

☎
33
︱

２
２
３
１)

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ー ハローワーク ー

雇用保険適用窓口

受付時間変更

鳥取県産業別
最低賃金改定

1時間が807円に



「美しく走ってみたい」という気持ちは、ランナーなら誰もが持っている願いです。

山陰アシックス工業株式会社
代表取締役社長　能 勢  忠 敏

鳥取県境港市渡町2900  TEL 0859－45－0871
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•
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•
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同
社
の
従
業
員
は
現
在
97

人
で
、
事
業
内
容
は
水
産
物

加
工(

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、
そ
の
他
の
魚

介
類)

と
鮮
魚
仲
買
・
販
売

業
な
ど
で
す
。

　
外
国
人
技
能
実
習
生
は
、

２
０
０
７
年
に
中
国
人
を
受

け
入
れ
た
の
が
最
初
。
以
来
、

毎
年
５
人
ず
つ
４
年
間
受
け

入
れ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１

１
年
か
ら
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人

に
移
行
。
現
在
は
ベ
ト
ナ
ム

人
ば
か
り
、
常
時
18
人
が
働

き
ま
す
。
毎
年
６
人
ず
つ
同

社
に
入
り
、
３
年
間
の
実
習

期
間
を
過
ぎ
る
と
、
ベ
ト
ナ

ム
に
帰
国
し
ま
す
。

　
実
習
生
は
全
員
女
性
で
、

年
齢
は
20
歳
前
後
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。
仕
事
は
、
ベ
ニ
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
の
加
工
部
門
を
担

当
。
何
に
で
も
興
味
を
持
ち
、

積
極
的
な
姿
勢
を
示
す
と
の

こ
と
。

　
給
料
は
、
日
本
人
の
女
性

工
員
と
ほ
ぼ
同
等
で
す
。
毎

年
一
律
に
昇
給
さ
せ
、
賞
与

も
出
し
ま
す
。
退
職
時
に
は
、

退
職
金
と
記
念
品
を
進
呈
。

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
、
花
見

な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
住
ま
い
は
同
社
の
旧
本
社

事
務
所
を
改
装
し
た
寮
で
す
。

市
内
は
、
一
人
１
台
ず
つ
支

給
さ
れ
た
自
転
車
で
移
動
。

　
松
本
次
長
は
、「
彼
女
ら

は
、
一
生
懸
命
に
仕
事
を
し

て
く
れ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

若
い
の
で
、
職
場
に
華
や
か

さ
も
生
ま
れ
ま
す
」
と
メ
リ

ッ
ト
を
強
調
。

　
ま
た
、「
外
国
人
技
能
実

習
生
は
、
多
く
の
市
内
企
業

を
支
え
る
大
切
な
人
た
ち
で

　同店は主に下駄を取り扱っています。お店を前にすると、まず目
に飛び込んでくるのが一本歯の下駄です。「仮装行列で天狗に扮す
るために何とかならないかと、相談を受けたのがきっかけでした」
と話す釘谷代表。
　当初、売れるのは数年に一度でした
が、「ゲゲゲの鬼太郎」に登場する「傘
化け」が一本歯の下駄を履いているの
を見たお客さんから口コミで広がり、
売れるようになっていきました。
　サンダルや草履など、似た形の履物
はありますが、下駄が一番足腰に良い
と評判です。同店の一本歯下駄の鼻
緒は特注の極太のもので、普通の太さ
のものより履きやすくなっています。
　釘谷代表は「東京の整骨院から、リ
ハビリで使うために電話注文が入り、
出荷したこともあります。板場の上で
使うので、裏に滑り止めのゴムを貼っ
て使っているようです」と話しました。
　スピードスケート女子の小平奈緒選手が一本歯の下駄をトレーニン
グに取り入れるなど、効果のほどがうかがえます。
　詳しくは同店(☎44-5525)にお問い合わせください。

　釘谷履物店(本町、釘谷吉三代表)は、水木しげるロード沿い
にある１９０７(明治40)年創業の履物店です。今回の企業探訪
は同店に登場していただきました。

Part

41企業探訪企業探訪企業探訪
アスリートもトレーニング用に

― 釘谷履物店 ―

一本歯下駄に話題集中

一本歯下駄を履く釘谷
吉三代表　　ⓒ水木プロ

　
牛
骨
ラ
ー
メ
ン
と
い
え
ば
、

鳥
取
県
中
部
発
祥
の
ご
当
地

ラ
ー
メ
ン
。
そ
の
牛
骨
ラ
ー

メ
ン
を
提
供
し
て
い
る
「
富

ん
や
」。
塩
、
醤
油
、
味
噌

と
三
つ
の
味
を
揃
え
、
地
の

り
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
が
人

気
の
ラ
ー
メ
ン
店
で
す
。
そ

の
「
富
ん
や
」
に
新
た
な
メ

ニ
ュ
ー
「
味
噌
カ
レ
ー
牛
乳

ラ
ー
メ
ン
」
が
加
わ
り
ま
し

た
。

　「
味
噌
カ
レ
ー
牛
乳
ラ
ー

メ
ン
」
は
青
森
県
で
人
気
の

ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
で
、
青
森

の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
牛
骨
と
の
相

性
も
バ
ッ
チ
リ
で
、〝
ご
当

地
×
ご
当
地
〟
の
ダ
ブ
ル
な

美
味
し
さ
が
味
わ
え
ま
す
。

　
こ
の
美
味
し
さ
に
至
る
ま

で
は
暗
中
模
索
、
悪
戦
苦
闘
、

試
行
錯
誤
の
日
々
を
送
っ
た

と
か
…
。
新
潟
の
「
も
も
か

わ
」
の
味
噌
な
ど
、
選
び
に

選
ん
だ
こ
だ
わ
り
の
味
噌
を

ブ
レ
ン
ド
し
て
使
用
。

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
く
る
イ

メ
ー
ジ
よ
り
も
マ
イ
ル
ド
な

味
に
仕
上
が
っ
て
い
て
、
特

に
女
性
に
好
評
の
一
品
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
ミ
ニ
丼
と

の
セ
ッ
ト
も
あ
り
、
お
腹
も

大
満
足
。

　
ラ
ー
メ
ン
で
お
腹
を
満
た

し
た
後
、
併
設
の
カ
ラ
オ
ケ

店
で
歌
っ
て
消
化
す
る
の
も

あ
り
か
も
…
。

　
詳
し
く
は
、富
ん
や(

カ
ラ

オ
ケ 

メ
グ
内
・
☎
45
︱
２
３

２
２)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
富
ん
や(

竹
内
町
、
富
谷
和
彦
代
表)

の
「
味
噌
カ
レ
ー
牛
乳
ラ
ー
メ
ン
」
で
す
。

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
で
温
か

く
見
守
っ
て
も
ら
え
た
ら
」

と
要
望
し
ま
し
た
。

我が社

の一品
我が社

の一品

富
ん
や

味
噌
カ
レ
ー
牛
乳
ラ
ー
メ
ン

ち
ょ
っ
と拝 見

上野水産

外
国
人
技
能
実
習
生
受
け
入
れ

ベ
ト
ナ
ム
女
性
が
力
に

　

㈱
上
野
水
産(
昭
和
町
、
上
野
洋
二
社
長)

に
は
、
外
国
人

技
能
実
習
生
が
数
多
く
働
い
て
い
ま
す
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ

と
拝
見
」
は
、
同
社
の
松
本
政
彦
・
総
務
部
次
長
に
、
外
国

人
実
習
生
受
け
入
れ
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
郵
便
物
は
１
日
平
均
１
万

４
０
０
０
通
、
小
包
は
３
５

０
個
程
度
で
す
。
19
人
の
外

務
社
員
で
配
達
し
て
い
ま
す
。

年
賀
状
は
元
旦
33
万
通
前
後

に
な
る
と
の
こ
と
。
永
海
局

長
は
「
気
持
ち
を
込
め
て
、

　
永
海
局
長
は
１
９
７
８
年
、

旧
郵
政
省
に
入
省
し
、
配
達

業
務
や
貯
金
・
保
険
の
営
業

に
従
事
。
そ
の
後
、
郵
政
民

営
化
の
直
前
に
管
理
職
と
な

り
松
江
中
央
郵
便
局
を
は
じ

め
、
中
国
地
方
各
地
を
転
任

し
た
後
の
境
港
郵
便
局
着
任

で
し
た
。

　「
境
港
は
港
、
空
港
、
観

光
地
が
あ
り
、
漁
業
や
農
業

も
あ
る
日
本
の
縮
図
の
よ
う

な
街
で
す
。
こ
の
街
の
魅
力

を
『
ゆ
う
パ
ッ
ク
』
や
『
ゆ

う
メ
ー
ル
』
な
ど
を
利
用
し

て
発
信
し
て
い
く
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
永
海
局
長
。

元
旦
に
全
戸
配
達
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
来
て
よ
か
っ

た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

郵
便
局
を
目
指
し
て
、
職

員
が
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
描
い
た
り
、

飾
り
つ
け
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
窓
口
対
応
も
お
客

様
の
意
見
を
取
り
入
れ
な

が
ら
良
く
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん

な
小
さ
な
こ
と
で
も
良
い

の
で
、ご
相
談
く
だ
さ
い
」

と
話
す
永
海
局
長
で
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
郵
便
局

(

☎
０
５
７
０
︱
９
４
３
︱

７
１
２)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お客様第一の新局長
ー 境港郵便局 ー

境港商議所

会会のの員員今今43

　
「
会
員
の
今
」
は
、
境

港
商
工
会
議
所
会
員
の
動

向
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
今
回
は
こ
と
し
４
月

に
永
海
節
夫
・
新
局
長
が

着
任
し
た
日
本
郵
便
㈱
境

港
郵
便
局(

上
道
町)

を
ご

紹
介
し
ま
す
。

窓口を紹介する永海節夫・新局長

新たなメニューが登場！

レクリエーションを楽しむ技能実習生
ら＝上野水産倉庫内

6
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名誉会頭

足立統一郎
会　　頭

堀 田 　 收
堀 田 石 油 ㈱
代表取締役社長

副 会 頭

池口由紀彦
米子空港ビル㈱
代表取締役社長

常 議 員

松 本 勝 志
㈱ 門 永 水 産
代表取締役社長

常 議 員

岡 空 晴 夫
千代むすび酒造㈱
代表取締役社長

常 議 員

門永康一郎
㈱ 昭 和 船 具 店
代表取締役

常 議 員

岩 田 慎 介
㈱ 福　　　栄
代表取締役

常 議 員

岩 田 祐 二
共和水産㈱

代表取締役社長執行役員

監　事

中西健一郎
㈲中西一郎商店
代表取締役社長

常 議 員

川 端 　 収
㈱カワバタ印刷
代表取締役社長

常 議 員

越 河 彰 統
日本海冷凍魚㈱
代表取締役社長

常 議 員

友 田 　 博
友田セーリング㈱
代表取締役社長

常 議 員

長 石 　 徹
㈱山陰合同銀行境港支店

支 店 長

常 議 員

永 田 篤 哉
㈱鳥取銀行境港支店

支 店 長

常 議 員

西 村 　 誠
境港海陸運送㈱
代表取締役社長

常 議 員

庄 司 尚 史
㈾ 第 弐 商 会
代表社員社長

常 議 員

足 立 收 平
㈱ 平 設 計
代表取締役

議　員

池 田 幸 仁
㈱ リ ン ク ス
代表取締役

議　員

赤 石 有 平
㈲ 赤 石 商 店
代表取締役会長

常 議 員

山 本 　 徹
山 陰 冷 蔵 ㈱
代表取締役社長

監　事

池淵賢一朗
㈲いけびんストーア
代表取締役

副 会 頭

松 本 正 福
(税) 松本会計事務所

代表社員

常 議 員

森 脇 哲 雄
大　　　幸 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

山 本 一 徳
㈱大　　　新
代表取締役社長

常 議 員

松 本 　 正
境 港 土 建 ㈱
代表取締役社長

副 会 頭

三 輪 陽 通
三光ホールディングス㈱
代表取締役CEO

議　員

足 立 　 祥
足 立 燃 料 ㈲
代表取締役社長

議　員

新 　 典 芳
境 港 物 流 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

木 下 辰 男
㈱ 木 下 建 設
代表取締役社長

議　員

池 本 惠 治
㈱日本海ポートサービス
代表取締役社長

常 議 員

木 村 隆 之
㈱海産物のきむらや
代表取締役社長

常 議 員

小 板 　 裕
サンスイ土地建物㈱

会　　長

議　員

板 倉 一 晃
㈲ 板 倉 博 商 店
代表取締役社長

議　員

遠 藤 健 司
㈱ケンズホーム
代表取締役

監　事

岡 田 昭 夫
㈲ 岡 田 商 店
代表取締役会長

議　員

上 野 洋 二
㈱ 上 野 水 産
代表取締役

議　員

岡 田 輝 昭
㈱ 岡 田 商 店
代表取締役社長

議　員

柏 木 晴 夫
㈲柏木精麦製粉所
代表取締役社長

議　員

片 山 良 孝
美保テクノス㈱
取締役副社長

常 議 員

岩 木 佑 二
㈲ 末 広 ド ラ イ
代表取締役

議　員

井 上 真 一
㈱ 港 タ ク シ ー
取締役総務部長

議　員

喜多村一司
㈲ 北 陽 水 産
代表取締役

議　員

上 田 裕 子
ま る か 商 事 ㈱
代表取締役

議　員

川 口 利 之
㈲ 川 口 商 店
取 締 役

議　員

黒 見 泰 之
㈱さかいみなと貿易センター
常務取締役管理部長

議　員

小 倉 雅 司
㈲小倉水産食品
代表取締役社長

議　員

酒 井 　 英
㈱ 酒 井 商 店
代表取締役

常 議 員

山 本 博 敏
山本博敏税理士事務所

所　　長

議　員

坂 本 　 全
㈲神戸ベーカリー
代表取締役社長

境港商工会議所役員・議員一同

2020年 子年

議　員

篠 田 佳 夫
マルコフーズ㈱
代表取締役社長

議　員

島 谷 憲 司
㈱ 島 谷 水 産
代表取締役社長

常 議 員

能 勢 忠 敏
山陰アシックス工業㈱
代表取締役社長

常 議 員

廣 瀨 　 直
鳥 取 缶 詰 ㈱
代表取締役

議　員

瀧 下 寿 夫
大 海 通 産 ㈱
常務取締役

議　員

杉 山 孝 志
㈲ 杉 山 実 業
代表取締役

議　員

田 口 孝 志
米子信用金庫境港支店

支　店　長

議　員

竹 下 　 朗
弓 ケ 浜 水 産 ㈱
代表取締役社長

常 議 員

石 橋 　 久
境 港 魚 市 場 ㈱
代表取締役社長

議　員

北 野 　 司
㈲北野建築工業
代表取締役社長

議　員

木 村 光 哉
㈱ き さ ら ぎ
代表取締役社長

常 議 員

又 賀 航 一
㈱ 日　　　新
代表取締役社長
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議　員

田 中 幸 雄
㈱ タ ナ カ 技 建

代表取締役

議　員

中 田 耕 治
㈲中田石材工作所

代表取締役

議　員

堀 江 則 夫
大　　 海 ㈱
取締役総務部長

議　員

宮 永 誠 治
㈱ 葬　　　仙
代表取締役社長

議　員

竹 中 弘 治
北 陽 冷 蔵 ㈱
代表取締役社長

議　員

山 根 　 暁
㈱ヤマネ産機境港営業所

取締役会長

会頭指名議員

片 岡 敏 一
㈱ カ タ セ イ
代表取締役社長

会頭指名議員

岩 本 秀 煕
㈱ 錦 海 化 成

代表取締役

議　員

平 田 阜 士
㈱ 平 田 組

代表取締役

議　員

森 脇 尊 昭
㈲ 森 脇 自 動 車

代表取締役

境港商工会議所
女性会会長

木 村 真 理 子
㈱きさらぎ

会頭指名議員

舞 立 嘉 之
田 中 窯 業 ㈲
代表取締役会長

会頭指名議員

福 谷 典 久
海 上 石 油 ㈲

代表取締役

境港フィッシュ（FISH）大使

足 立 倫 行

ノンフィクション作家

境港フィッシュ（FISH）大使

寺 井 尚 子

ジャズ・ヴァイオリニスト

境港フィッシュ（FISH）大使

日 野 皓 正

ジャズ・トランぺッター

境港フィッシュ（FISH）大使

山 本 洋 子

日本酒と食のジャーナリスト

境港フィッシュ（FISH）大使

あらき ゆうこ

ドラマー

境港フィッシュ（FISH）大使

上 田 勝 彦
㈱ ウ エ カ ツ 水 産
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

垣 添 直 也
東 京 海 洋 大 学

理　　事

境港フィッシュ（FISH）大使

二 宮 　 祐
C/O Rohto Pharma
(India)Pvt.Ltd 勤務

境港フィッシュ（FISH）大使

西 尾 進 路
JXTGホールディングス㈱

名 誉 顧 問

境港フィッシュ（FISH）大使

加 藤 忠 廣
週 刊 大 阪 新 聞 社

代表主幹

境港フィッシュ（FISH）大使

原 　 一 郎
水 産 大 学 校

名 誉 教 授

境港フィッシュ（FISH）大使

小 鉄 和 広
㈲ 東 京 オ ペ ラ
代表取締役社長

境港フィッシュ（FISH）大使

T O K U
ヴォーカリスト＆

フリューゲルホーン
プレイヤー

境港フィッシュ（FISH）大使

柏 木 雅 浩
元・㈱グラフィック プロダクツ

代表取締役COO

議　員

赫 　 太 郎
甲陽ケミカル㈱境港工場

代表取締役会長

会頭指名議員

谷 村 俊 治
アクサ生命保険㈱米子営業所

所　　長

会頭指名議員

佐田山 一成
㈲ 大 成 商 事
代表取締役社長

会頭指名議員

田 淵 英 志
喜 満 フ ー ズ ㈲

取締役会長

会頭指名議員

木 村 俊 明
㈲ 三 共 物 流 運 輸

取締役社長

議　員

廣 江 　 晃
（福）こうほうえん

副理事長

議　員

吉 岡 俊 介
㈱ オ ー ク

専務取締役

議　員

土 井 一 朗
㈱味屋コーポレーション

代表取締役

議　員

秦 野 博 行
東亜青果㈱境港青果市場

代表取締役社長

会頭指名議員

森 脇 照 夫
中国電力㈱米子営業所

所　　長

議　員

森 脇 　 寛
境港センター冷蔵㈱

代表取締役社長

会頭指名議員

鶴 木 俊 文
㈱中海テレビ放送

専務取締役総務部長

会頭指名議員

浦 川 英 敏
㈱ あ お い 総 合 設 計

代表取締役

会頭指名議員

山 口 尚 文
山 進 運 輸 ㈱

代表取締役

会頭指名議員

吉 川 真 一
中 浦 食 品 ㈱

常務執行役員

議　員

渡 邉 　 昇
㈱ ワ タ ナ ベ

代表取締役

議　員

山 﨑 慎 也
㈱ や ま さ き

代表取締役社長

議　員

濱 　 浩 二
山 陰 化 成 工 業 ㈱
代表取締役社長

議　員

橋 本 秀 秋
㈲ 橋 本 工 業 所

代表取締役

議　員

濱 田 正 道
㈱ シ ン セ イ
代表取締役会長

議　員

廣 瀨 信 彦
㈱ 大 昇 食 品

代表取締役

会頭指名議員

松 井 尚 成
㈲ 渡　　　部
代表取締役社長

議　員

竹 野 下  聡
㈱島根銀行境支店

支　店　長

議　員

日 野 良 太
㈱さんれい製造境港工場

工　場　長

境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

（
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
）大
使

境港フィッシュ（FISH）大使

井 上 　 進
元・フジッコフーズ㈱

代表取締役

境港フィッシュ（FISH）大使

渡 辺 博 道

衆議院議員

境港フィッシュ（FISH）大使

中 島 俊 樹
元・米子空港ビル㈱

代表取締役専務

本
年
も
よ
ろ
し
く

　お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

境
港
商
工
会
議
所

専
務
理
事

柏
木
祥
二

ス
タ
ッ
フ
一
同

参　与

増 谷 立 夫
㈲増谷慶一郎薬局

代表取締役

参　与

岡 田 　 端
㈱ 岡 田 商 店
元・取締役会長

参　与

桝 田 知 身
境 港 市 観 光 協 会

会　　長

参　与

奥 森 　 清
新 和 産 業 ㈱
代表取締役社長

参　与

木 村 正 明
㈱ き さ ら ぎ
代表取締役会長

参　与

門 脇 興 治
境 港 商 工 会 議 所

元・専務理事

議　員

難 波 勇 強
境 港 魚 凾 ㈱
代表取締役社長

会頭指名議員

金 田 孝 成
カ ネ ッ ク ス ㈱
代表取締役社長
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首
都
圏
在
住
の
鳥
取
県
西

部
出
身
者
ら
で
つ
く
る
ク
ラ

ブ
・
セ
ブ
ン
テ
ィ
は
昨
年
11

月
20
日
、「
ふ
る
さ
と
フ
ォ

ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
米
子
」
を
新
日

本
海
新
聞
社
西
部
本
社
ホ
ー

ル(

米
子
市
両
三
柳)

で
開

催
。
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山

圏
域
の
連
携
強
化
と
発
展
に

向
け
た
戦
略
を
考
え
よ
う
と
、

「
開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
」、「
第

１
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
基
調
講
演

の
部
、「
第
２
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
部
の
３
部
構
成
で
積
極
的

な
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

　
開
会
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

伊
木
隆
司
・
米
子
市
長
、
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市

長
会
の
中
村
勝
治
会
長(

境

港
市
長)

、
寺
谷
寛
・
新
日
本

海
新
聞
社
主
幹
が
あ
い
さ
つ
。

　
続
い
て
、
吹
野
博
志
氏
が

「
新
し
い
視
点
で
圏
域
の
将

来
構
想
を
描
く
」
を
テ
ー
マ

に
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

吹
野
氏
は
、
米
子
市
出
身
で

ク
ラ
ブ
・
セ
ブ
ン
テ
ィ
の
幹

事
、
ま
た
元
米
デ
ル
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
副
社
長
な
ど
を

歴
任
し
て
い
ま
す
。

　
同
氏
は
、「
こ
れ
か
ら
の

経
済
指
標
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ(

国
内

総
生
産)

な
ど
で
は
な
く
、

幸
福
度
が
高
い
か
ど
う
か
で

す
」
と
指
摘
。

　
ま
た
、「
こ
の
地
域
の
電

力
を
全
て
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
ま
か
な
う
こ
と
、
ブ
ラ
ン

ド
化
し
た
農
産
物
・
海
産
物

を
海
外
に
輸
出
す
る
こ
と
、

観
光
客
に
は
神
話
の
国
の
遺

跡
を
め
ぐ
り
、
大
自
然
と
清

浄
な
空
気
、
水
に
癒
さ
れ
、

新
鮮
な
食
材
に
満
足
し
て
も

ら
う
こ
と
」
な
ど
の
戦
略
を

提
案
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、「
広
域
連

携
発
展
の
た
め
の
革
新
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、
▽
倉
島

君
夫
氏(

ク
ラ
ブ
・
セ
ブ
ン

テ
ィ
会
長)

▽
勝
部
日
出
男

氏(

ク
ラ
ブ
・
セ
ブ
ン
テ
ィ

幹
事)

▽
宮
脇
和
秀
氏(

㈱

ミ
ッ
ク
社
長)

▽
遠
藤
彰
氏

(

㈱
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｓ
社
長)

▽

森
田
豊
充
氏(

境
港
管
理
組

合
事
務
局
長)

︱
の
５
人
で
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
末

次
克
彦
氏(

ク
ラ
ブ
・
セ
ブ

ン
テ
ィ
幹
事)

で
し
た
。

　
５
人
は
、バ
イ
オ
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
課
題
、
外
国
人

技
能
実
習
生
と
の
共
生
社
会

の
労
働
力
の
あ
り
方
、
広
域

連
携
の
た
め
の
行
政
・
産
業

シ
ス
テ
ム
の
革
新
、
中
小
企

業
の
人
材
育
成
、
広
域
連
携

の
象
徴
・
境
港こ

う

の
活
用
な
ど

に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

「広域連携発展のための革新的プログラム」について討論する皆さん

買い物を楽しむ誘客ツアーの参加者

　
２
０
２
０
年
１
月
６
日
か

ら
公
共
職
業
安
定
所(

ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク)

の
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
し
ま
す
。
厚
生
労
働
省

は
、
仕
事
を
探
し
て
い
る
皆

さ
ん
や
人
材
採
用
を
検
討
し

て
い
る
企
業
・
団
体
な
ど
の

皆
さ
ん
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

サ
ー
ビ
ス
を
快
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
厚
生
労
働
省
は
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
情
報

を
検
索
、
閲
覧
で
き
る
同
サ

ー
ビ
ス
の
サ
イ
ト
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

も
対
応
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
端
末
に
最
適
化
さ
れ
る
た

め
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

快
適
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

マ
イ
ペ
ー
ジ
を
開
設

　
同
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
求

職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
で
は
、

お
気
に
入
り
の
求
人
や
求
人

検
索
条
件
の
保
存
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
一
方
、
企
業
が
「
求
人
マ

イ
ペ
ー
ジ
」
を
開
設
す
る
と
、

会
社
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
▽
求

人
申
込
▽
求
人
内
容
の
変
更
、

募
集
停
止
、
事
業
所
情
報
の

変
更
▽
事
業
所
の
外
観
、
職

場
風
景
、
取
扱
商
品
な
ど
の

画
像
情
報
の
登
録
・
公
開
▽

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
紹
介
し
た

求
職
者
の
紹
介
状
の
確
認
、

選
考
結
果
の
登
録
︱
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

求
人
票
を
一
新

　
全
国
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は

　
米
子
税
務
署
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
税

金
の
申
告
を
す
る
よ
う
推
奨

し
て
い
ま
す
。
専
用
の
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
あ
れ
ば
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ー

が
な
く
て
も
ｅ

―

Ｔ
ａ
ｘ
申

告
が
可
能
で
す
。

　
専
用
の
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
は
米
子
税
務
署
が
本
人
確

認
を
行
っ
た
上
で
発
行
し
ま

す
の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど
、

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
を

持
っ
て
、
早
め
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
普

及
す
る
ま
で
の
一
時
的
な
措

置
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
米
子
税
務
署

(

☎
32
︱
４
１
２
１)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

求
人
票
を
一
新
し
ま
す
。
掲

載
情
報
力
が
増
し
、
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
が
希
望
す
る

企
業
・
団
体
な
ど
の
情
報
を

も
っ
と
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
は
、
そ
の
豊
富

な
情
報
を
元
に
充
実
し
た
職

業
相
談
・
紹
介
を
行
い
、
的

確
な
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

　
同
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米

子(

☎
33
︱
３
９
１
１)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
と
し
１
月
11
日
か
ら
米

子
鬼
太
郎
空
港
で
、
米
子
︱

上
海
便
の
運
航
が
週
２
回
の

定
期
便
で
開
始
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
関
西
を
中
心

に
支
店
な
ど
を
置
く
中
国
企

業
の
担
当
者
ら
を
招
い
た
誘

客
ツ
ア
ー
が
11
月
22
・
23
日

の
両
日
、
鳥
取
県
内
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
同
ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
の

は
、(

一
社)

鳥
取
県
西
部
活

性
化
協
会(

足
立
統
一
郎
会

長)

。
参
加
し
た
の
は
、
中

国
系
企
業
で
作
る(

一
社)

西

日
本
中
国
企
業
連
合
会
に
加

盟
し
て
い
る
企
業
の
約
20
人

で
し
た
。

　
一
行
は
、
初
日
に
二
十
世

紀
梨
記
念
館
、
青
山
剛
昌
記

念
館
、
大
山
夜
景
観
賞
ス
ポ

ッ
ト
を
見
学
。
二
日
目
は
、

▽
米
子
城
跡
周
辺
街
歩
き
▽

千
代
む
す
び
酒
造
・
酒
蔵
体

験
▽
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
散

策
▽
大
漁
市
場
な
か
う
ら
買

い
物
体
験
▽
鳥
取
砂
丘
散
策

▽
砂
の
美
術
館
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　
同
協
会
は
、「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
あ
げ
あ
げ
応
援
団
」
も

結
成
。
上
海
便
の
就
航
に
向

け
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド(

訪

日
外
国
人)

の
誘
客
に
取
り

組
み
、
鳥
取
県
と
周
辺
地
域

で
の
観
光
客
受
け
入
れ
環
境

の
整
備
や
観
光
客
誘
致
、
観

光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
協
会
事
務

局(

廻
る
お
寿
司
屋
さ
ん
大

漁
丸
内
・
☎
45
︱
０
７
８
８)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

上
海
便

就
航
前
に

鳥
取
県
を
Ｐ
Ｒ

中
国
企
業
関
係
者
が
視
察
鳥取県西部
活性化協会

サ
ー
ビ
ス
開
始

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
新
シ
ス
テ
ム

１
月
６
日

スマートフォンやPCで

税金の電子申告を
ー 米子税務署 ー

中海・宍道湖・大山圏域活性化で討論

ふるさとフォーラムIN米子
ー クラブ・セブンティ ー

9



応 援 し ま す

ご利用について
日時：平日（金曜日を除く）。９：００～１６：００に下記までご連絡ください。
　　　（担当者が産業医等と日程調整します。）
場所：西部医師会館（米子市久米町１３６）

50人未満の事業場で働く人々の健康管理をサポートします

職場の健康管理

西部地域産業保健センター

!!

米子市久米町136（西部医師会館内）
電話0859（22）3570  FAX0859（34）6252

① 健康診断の結果についての医師の意見聴取
② 長時間労働者に対する面接指導
③ ストレスチェックに係る高ストレス者に対する面接指導
④ 労働者の健康管理（メンタルヘルスを含む）に係る相談
⑤ 個別訪問による産業保健指導の実施
⑥ 労働衛生環境改善のアドバイス

無料
ご利用は全て

★登録産業医、登録保健師、労働衛生工学専門員により総合的な
　助言を行います。
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検定開始前に気合いを入れる受験者の皆さん

検定会場で鬼太郎と握手する早
川祐司さん（右）　　 Ⓒ水木プロ

カニ満載のリヤカーを引く越河彰統会長（中央）ら

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
観
光
協
会
は
、
昨
年
10
月

27
日
に
開
催
し
た
第
14
回
境

港
妖
怪
検
定
の
合
格
者
を
11

月
27
日
に
発
表
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
妖
怪
検
定
は
試
験

当
日
、
境
港
会
場(

境
港
商

工
会
議
所
、
上
道
町)

と
調

布
会
場(

調
布
市
市
民
プ
ラ

ザ
あ
く
ろ
す
、
調
布
市)

を

合
わ
せ
て
延
べ
２
７
０
人
が

受
験
。
合
格
者
の
内
訳
は
、

初
級
受
験
者
１
５
９
人
の
う

ち
合
格
者
が
75
人
で
合
格
率

47
・
２
㌫
、
中
級
受
験
者
34

人
の
う
ち
合
格
者
７
人
で
合

２
会
場
で
93
人
が
合
格

上
級
妖
怪
博
士
は
一
人
誕
生

境港妖怪検定

　
毎
年
恒
例
の
「
カ
ニ
感
謝

祭
」
が
１
月
19
日
に
境
港
カ

ニ
水
揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実
行

委
員
会(

越
河
彰
統
会
長)

の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
と
し
で
17
回
目
を
迎
え

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
午
前

10
時
45
分
か
ら
水
木
し
げ
る

記
念
館
前(

本
町)

で
セ
レ

モ
ニ
ー
を
行
っ
た
後
、
地
元

関
係
者
と
鬼
太
郎
ら
、
そ
し

て
一
般
参
加
者
が
カ
ニ
を
山

盛
り
に
積
ん
だ
リ
ア
カ
ー
と

と
も
に
妖
怪
神
社
に
向
け
て

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
練
り

歩
き
ま
す
。

　
到
着
し
た
妖
怪
神
社
で
は
、

カ
ニ
の
豊
漁
と
漁
の
安
全
を

祈
願
し
、
カ
ニ
を
奉
納
。
パ

レ
ー
ド
に
参
加
し
た
お
客
様

に
は
引
換
券
で
境
港
産
の
ベ

ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
２
枚
が
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　
一
般
参
加
者
の
パ
レ
ー
ド

受
け
付
け
は
、
午
前
10
時
か

ら
水
木
し
げ
る
記
念
館
前
で

行
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
先

着
３
０
０
人
に
ベ
ニ
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
の
引
換
券
を
進
呈
。

　
パ
レ
ー
ド
終
了
後
は
、
境

港
ベ
ニ
ガ
ニ
有
志
の
会
が

「
カ
ニ
汁
の
ふ
る
ま
い
」
を

実
施
。
ま
た
、
鬼
太
郎
音
頭

保
存
会
が
「
鬼
太
郎
音
頭
」

の
踊
り
を
披
露
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
境
港
水
産
物
直

売
セ
ン
タ
ー(

昭
和
町)

、
大

漁
市
場
な
か
う
ら(

竹
内
団

地)

、
境
港
さ
か
な
セ
ン
タ

ー(

竹
内
団
地)

で
も
午
前

11
時
か
ら
カ
ニ
汁
の
振
る
舞

い
が
行
わ
れ
ま
す
。
水
揚
げ

日
本
一
を
誇
る
本
場
・
境
港

の
カ
ニ
を
堪
能
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

境
港
市
水
産
商

工
課
内
・
☎
47
︱
１
０
５
５)

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

格
率
20
・
２
㌫
で
し
た
。
今

回
は
、
全
体
的
に
合
格
率
が

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
上
級
試
験
も
相
変
わ
ら
ず

狭
き
門
と
な
っ
て
お
り
、
27

人
の
受
験
者
の
う
ち
合
格
者

は
一
人
で
合
格
率
３
・
７
㌫

で
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
妖
怪
検
定
を

通
し
て
、
妖
怪
の
魅
力
に
触

れ
て
い
た
だ
き
、
境
港
・
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
を
よ
り
深

く
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
妖
怪
検
定
係(

☎
44
︱

１
１
１
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

カニ感謝祭1月19日

スタートは水木しげる記念館
パレードに参加しよう

　
始
ま
り
は
忘
れ
も
し
な
い

２
０
１
７
年
10
月
22
日
。
南

の
海
上
か
ら
台
風
21
号
が
接

近
し
て
い
る
折
、「
果
た
し

て
検
定
は
行
わ
れ
る
の
だ
ろ

う
か
…
」
と
心
配
し
な
が
ら
、

Ｊ
Ｒ
米
子
駅
近
く
の
ビ
ジ
ネ

ス
ホ
テ
ル
を
出
た
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

　
あ
れ
か
ら
２
年
が
経
ち
ま

し
て
、
こ
の
度
あ
り
が
た
い

こ
と
に
上
級
に
合
格
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
わ
け
で
す
が
、

新
聞
記
者
の
取
材
で
受
験
の

理
由
を
尋
ね
ら
れ
、
よ
く
よ

く
思
い
返
せ
ば
、
た
だ
た
だ

一
人
で
境
港
に
旅
行
す
る
口

実
が
欲
し
か
っ
た
だ
け
だ
っ

た
よ
う
な
…
。

　
そ
れ
ま
で
も
度
々
、
家
族

旅
行
で
境
港
を
訪
れ
る
機
会

は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
私
と

妻
と
犬
２
匹
の
家
庭
な
も
の

で
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の

散
策
は
で
き
て
も
、
さ
す
が

に
妻
と
犬
だ
け
残
し
て
、
私

一
人
で
水
木
し
げ
る
記
念
館

を
堪
能
す
る
わ
け
に
も
い
か

ず
…
。

　
そ
ん
な
こ
ん
な
で(

妖
怪

好
き
と
し
て
は)

、
恥
ず
か

し
な
が
ら
初
級
受
験
の
日
の

午
前
中
に
、
初
め
て
水
木
し

げ
る
記
念
館
を
堪
能
で
き
た

の
で
あ
り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

私
の
妻
は
妖
怪
博
士
の
妻
で

あ
り
な
が
ら
、
あ
ろ
う
こ
と

か
未
だ
水
木
し
げ
る
記
念
館

に
足
を
踏
み
入
れ
た
こ
と
が

な
い
の
で
す
！
　
こ
れ
は
由

々
し
き
事
態
。

　
と
い
う
訳
な
の
で
、
私
と

私
の
妻
の
た
め
に
、
記
念
館

の
近
所
で
ち
ょ
ろ
っ
と
犬
を

預
け
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
を

ど
な
た
か
作
っ
て
は
く
れ
ま

　

昨
年
10
月
に
開
催
し
た
境
港
妖
怪
検
定
で
、
第
９
回
上
級

(

第
６
回
妖
怪
検
定
か
ら
実
施)

を
合
格
し
た
早
川
祐ゆ

う

司じ

さ
ん

(

大
阪
市
在
住)

に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

境港妖怪検定

境港の魅力発信と妖怪普及に境港の魅力発信と妖怪普及に
第9回上級合格者  早川祐司さん

合格者の声… 27

す
ま
い
か
？

　
あ
る
い
は
、
全
世
界
の
妖

怪
好
き
愛
犬
家
の
た
め
に
、

自
分
で
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

に
一
時
預
か
り
も
す
る
「
妖

怪
博
士
の
い
る
ド
ッ
グ
カ
フ

ェ
」
を
開
い
て
し
ま
お
う
か
。

そ
の
際
は
何
卒
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
せ
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
遠
く

大
阪
の
地
か
ら
境
港
の
更
な

る
発
展
と
妖
怪
文
化
の
拡
大

を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
私

も
妖
怪
博
士
と
し
て
、
な
お

一
層
境
港
の
魅
力
発
信
と
妖

怪
の
普
及
活
動
に
励
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
は
、
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

経
営
課
題
に
対
し
て
、
迅
速

で
質
の
高
い
支
援
を
行
う
た

め
、「
と
っ
と
り
企
業
支
援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
成
し

て
い
ま
す
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
鳥

取
県
と
商
工
団
体
、
金
融
機

関
、
信
用
保
証
協
会
や
産
業

支
援
機
関
な
ど
の
機
関
が
連

携
・
協
力
し
て
、
総
合
的
か

つ
集
中
的
な
支
援
を
行
う
も

の
。
様
々
な
課
題
の
解
決
に

全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
︱
１
１

１
１)

へ
。 企業課題の解決に企業課題の解決に

とっとり企業支援
ネ ッ ト ワ ー ク
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鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地

ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

謹
ん
で
新
春
の

 

お
慶
び
を

  

申
し
上
げ
ま
す
。

三井住友海上火災保険㈱
三井住友海上火災あいおい生命㈱
日本アニマル倶楽部  ペット保険

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓
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境水道大橋の下から一斉にスタートする参加者ら＝昨年の大会

優勝を祝う中村勝治・境港市長（左）と調教師、
馬主、騎手　　　　　　　　　　　　  ⓒJRA

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、
企業と労働者の健康や長時間労働
について個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで
○米子市久米町の西部医師会館会議室で
個別に相談に応じます。（無料）

○お問い合わせは、西部地域産業保健セ
ンターまで。（☎２２－３５７０）

１月の相談日
１月 ９日㈭ 産 業 医

１月１6日㈭ 産 業 医

１月23日㈭ 産 業 医

１月30日㈭ 産 業 医

　
カ
ニ
カ
ニ
マ
ラ
ソ
ン
実
行

委
員
会(

松
本
正
福
会
長)

は
、

「
第
５
回
境
港
カ
ニ
カ
ニ
マ

ラ
ソ
ン
大
会
」
を
３
月
１
日

に
開
催
し
ま
す
。
主
管
は
境

港
市
陸
上
競
技
協
会
。
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
さ
あ
走

ろ
う 

カ
ニ
と
笑
顔
の
あ
る

街
で
」
で
す
。

　
松
本
会
長
は
「
こ
の
マ
ラ

ソ
ン
大
会
は
、
小
さ
な
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広

く
楽
し
め
ま
す
。
春
の
境
港

を
楽
し
く
走
り
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
も
参

加
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
同
大
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
３
月
１
日
㈰(

雨
天

決
行)

　
▽
受
け
付
け
＝
午

前
８
時
～
８
時
50
分
▽
開
会

式
＝
午
前
９
時
～
９
時
15
分

▽
競
技
開
始
＝
10
㌔
㍍
コ
ー

ス(

午
前
９
時
40
分)

、
３
㌔

㍍
コ
ー
ス(

午
前
９
時
45
分)

、

１
・
５
㌔
㍍
コ
ー
ス(

午
前

10
時
10
分)

出
場
部
門
　
▽
親
子
の
部(

１

・
５
㌔
㍍
、
募
集
定
員
＝
１

　
Ｊ
Ｒ
Ａ
阪
神
競
馬
場(

宝

塚
市)

で
、
昨
年
12
月
７
日

に
「
境
港
特
別
競
走
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
同
競
走
は
、

毎
年
１
回
開
催
さ
れ
、
今
回

は
16
回
目
。

　
第
10
レ
ー
ス
と
し
て
行
わ

れ
た
同
競
走
で
優
勝
し
た
の

は
、「
メ
イ
シ
ョ
ウ
タ
カ
ト

ラ
号
」。
中
村
勝
治
・
境
港

市
長
が
優
勝
馬
主
、
騎
手
、

調
教
師
、
厩
務(

き
ゅ
う
む)

員
に
寄
贈
賞
と
し
て
、
松
葉

ガ
ニ
と
日
本
酒
大
吟
醸
の
目

録
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
競
走
を
記
念
し
、

12
月
７
日
と
８
日
の
二
日
間
、

阪
神
競
馬
場
の
イ
ベ
ン
ト
広

場
で
観
光
物
産
展
を
実
施
。

３
企
業
・
２
団
体
が
境
港
の

特
産
品
な
ど
を
販
売
し
て
、

大
好
評
で
し
た
。

　
同
時
に
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
。
大
勢
の
来
場
者

に
対
し
て
、
境
港
の
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
し
た
。

　
冬
季
は
、
積
雪
や
凍
結
に

よ
る
ス
リ
ッ
プ
事
故
が
多
発

し
ま
す
の
で
気
を
付
け
ま
し

ょ
う
。

　
ま
ず
、
出
発
前
の
準
備
と

し
て
、
冬
用
タ
イ
ヤ
へ
の
交

換
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？
　

ま
た
、
大
雪
に
備
え
、
ス
コ

ッ
プ
や
タ
イ
ヤ
チ
ェ
ー
ン
な

ど
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
気
象
や
道
路
の
情
報
も
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

給
油
を
し
て
お
け
ば
、
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
て
も
安
心
で

す
。

　
走
行
時
の
注
意
事
項
と
し

て
は
、
積
雪
や
凍
結
し
た
道

路
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え

め
に
、
車
間
距
離
を
十
分
に

保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン

ド
ル
、
急
発
進
な
ど
、「
急
」

の
付
く
運
転
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

　
積
雪
の
な
い
道
路
で
も
、

橋
の
上
や
山
間
部
の
日
陰
で

は
、
凍
結
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
手

前
で
は
速
度
を
十
分
に
落
と

し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
︱
０
１
１
０)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

０
０
組
・
２
０
０
人)

▽
小

学
生
低
学
年
の
部(

１
・
５

㌔
㍍
、
募
集
定
員
＝
１
０
０

人)

▽
小
学
生
高
学
年
の
部

(

３
㌔
㍍
、
募
集
定
員
＝
60

人)

▽
一
般
３
㌔
㍍
の
部(

募

集
定
員
＝
60
人)

▽
一
般
10

㌔
㍍
の
部(

募
集
定
員
＝
２

０
０
人)

▽
一
般
10
㌔
㍍
シ

ニ
ア
の
部(

募
集
定
員
＝
50

人)コ
ー
ス
　
▽
10
㌔
㍍
コ
ー
ス

(

昭
和
町
→
栄
町
→
昭
和
町

→
潮
見
町
→
入
船
町
→
昭
和

町)

▽
３
㌔
㍍
コ
ー
ス(

昭

和
町
→
相
生
町
→
昭
和
町)

▽
１
・
５
㌔
㍍
コ
ー
ス(

岬

町
→
入
船
町
→
昭
和
町)

申
込
期
限
　
１
月
10
日
㈮

　
エ
ン
ト
リ
ー
の
方
法
や
参

加
料
な
ど
、
詳
し
く
は
同
実

行
委
員
会
事
務
局(

㈲
ひ
ら

ま
つ
内
・
☎
０
９
０
︱
５
２

６
４
︱
３
２
９
２)

へ
。

冬
期
の
交
通
事
故
防
止
へ

積
雪
な
ど
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
に
注
意
を
境港警察署

観光物産展も大好評

境港特別競走を開催
JRA阪神競馬場

海岸通りの特設コースで開催

ただいま参加者募集中
境港カニカニマラソン境港カニカニマラソン

3月1日
　(

一
社)

境
港
水
産
振
興
協

会
は
２
月
９
日
、「
境
港
さ

か
な
の
達
人
検
定
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
同
検
定
は
、
境
港
の
さ
か

な
に
関
す
る
知
識
を
学
び
、

魚
に
興
味
の
あ
る
お
子
様
か

ら
水
産
業
に
関
わ
る
知
識
豊

富
な
プ
ロ
の
皆
さ
ん
ま
で
、

魚
食
普
及
の
広
告
塔
と
し
て

境
港
の
水
産
を
盛
り
上
げ
る

〝
さ
か
な
の
達
人
〟
に
な
ろ

う
と
い
う
人
を
募
集
す
る
も

の
で
す
。

　
検
定
の
レ
ベ
ル
は
、
初
級

の
「
達
人
」
と
上
級
の
「
ス

ー
パ
ー
達
人
」
の
２
コ
ー
ス

で
、
合
格
者
に
は
同
協
会
が

「
境
港
さ
か
な
の
達
人
」
と

認
定
し
ま
す
。

　「
達
人
」
の
問
題
は
検
定

用
冊
子
か
ら
の
出
題
と
な
り
、

水
産
に
興
味
・
関
心
の
あ
る

人
の
入
門
編
と
し
て
お
ス
ス

メ
で
す
。
ま
た
、「
ス
ー
パ

ー
達
人
」
は
水
産
に
関
わ
る

知
識
全
般
か
ら
の
出
題
と
な

り
、
か
な
り
難
易
度
の
高
い

問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
腕
試

し
に
最
適
で
す
。

　
受
験
者
に
は
、
当
日
も
れ

な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
。

皆
様
の
知
識
を
こ
の
機
会
に

試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
同
検
定
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
９
日
㈰
　
午
前

11
時
～
正
午

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所 

３
階 

大
ホ
ー
ル(
境
港
市
上

道
町)

受
験
資
格
　
小
学
生
以
上
で
、

境
港
の
魚
に
興
味
関
心
の
あ

る
人
な
ら
ど
な
た
で
も

受
験
料
　
１
０
０
０
円(

税

込)冊
子
代
　
１
０
０
０
円(

税

込)

※
冊
子
の
み
購
入
の
場

合
は
送
料
別
途
３
０
０
円

申
込
期
限
　
１
月
31
日
㈮

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
水
産
振
興
協
会(

☎

44
︱
６
６
６
８)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さ
か
な
の
達
人
検
定

た
だ
い
ま
申
込
受
け
付
け
中
境港水産
振興協会

２
月
９
日
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境港商工会議所女性会 Ms.通信

お孫さんが来た時に食べさせてあげたいアイデア料理を学びたい方など、大歓迎です!
境港市外江町3074☎090-3747-7264(有)サン企画 担当/松本

境港市内に
 オープン！
境港市内に
 オープン！
境港市内に
 オープン！

一人暮らしで  
料理が苦手な方も！
一人暮らしで  

料理が苦手な方も！
一人暮らしで  

料理が苦手な方も！
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境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

大
盛
況
だ
っ
た
バ
ザ
ー

市
人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
で

大部由美さん（中央）のコーチングでみるみる
うちに上達した子どもら＝幸神体育館

　
元
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
主

将･

大
部
由
美
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
教

室
「
な
で
し
こ
ひ
ろ
ば
」
が

12
月
21
日
、
境
港
市
幸
神
体

育
館(

小
篠
津
町)

で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
同
教
室
は
、
境
港
市
内
に

あ
る
女
子
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

「
ア
ク
シ
ー
ノ
境
港
」
が
主

催
し
、
当
女
性
会
が
創
立
50

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
開
催
を
支
援
し
た
も
の

で
す
。

　「
な
で
し
こ
ひ
ろ
ば
」
は

年
齢
を
問
わ
ず
、
す
べ
て
の

女
性
が
サ
ッ
カ
ー
を
も
っ
と

気
軽
に
楽
し
め
る
場
所
と
し

て
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
が

認
定
し
た
各
地
域
の
団
体
な

ど
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
当
日
は
、
未
就
学
児
か
ら

小
学
３
年
生
ま
で
の
女
の
子

が
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。
初
心
者
が
多
い
中
、

大
部
さ
ん
の
見
事
な
コ
ー
チ

ン
グ
で
１
時
間
半
の
う
ち
に

み
る
み
る
上
達
。
子
ど
も
達

の
呑
み
込
み
の
良
さ
に
感
心

す
る
と
と
も
に
、
初
め
て
の

体
験
を
思
う
存
分
、
楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
微
笑
ま
し
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
女
性
会
は
、
サ
ッ
カ
ー

が
好
き
な
女
の
子
、
サ
ッ
カ

ー
を
頑
張
る
女
の
子
が
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
、
そ
し
て
、

大
部
さ
ん
の
よ
う
に
、
こ
こ

境
港
か
ら
世
界
を
目
指
す

「
な
で
し
こ
」
が
誕
生
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　（
会
報
部
会
　
Ｉ
）

永
井
千
春
講
師
が
指
導

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
演
会

女子サッ
カー教室
女子サッ
カー教室

創
立
50
周
年
記
念
で
開
催
を
支
援

大
部
由
美
さ
ん
が
指
導

　
昨
年
12
月
14
日
、
境
港
市

人
権
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
が
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル

(

中
野
町)

で
開
催
さ
れ
、
境

港
商
工
会
議
所
女
性
会
も
バ

ザ
ー
の
出
店
で
参
加
し
ま
し

た
。

　
会
員
の
皆
様
か
ら
提
供
さ

れ
た
品
物
は
雑
貨
、
日
用
品
、

食
料
品
と
多
岐
に
わ
た
り
、

ご
来
場
の
皆
様
か
ら
は
、「
見

て
楽
し
い
、
買
っ
て
お
得
」

と
の
う
れ
し
い
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
あ
っ
た
商
品
も

大
盛
況
の
う
ち
に
ほ
ぼ
完
売
。

バ
ザ
ー
の
収
益
は
、
社
会
福

祉
活
動
な
ど
に
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お

買
い
上
げ
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
会
員
の
皆
様
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
バ
ザ
ー
終
了
後
は
、
ま
つ

ぼ
っ
く
り
タ
イ
ム
ケ
ア
の
太

鼓
演
奏
、
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
や
朗
読

が
行
わ
れ
、
続
い
て
に
じ
い

ろ
ｉ­–

Ｒ
ｕ(

ア
イ
ル)

の
田

中
一
歩
さ
ん
と
近
藤
孝
子
さ

ん
の
講
演
を
拝
聴
。

　
お
二
人
は
、「
ど
ん
な
性

の
在
り
方
も
排
除
さ
れ
な
い

園
、
学
校
、
職
場
、
地
域
と

は
？
」
の
テ
ー
マ
で
、
自
ら

の
体
験
、
子
ど
も
達
向
け
の

出
前
講
座
で
見
え
て
き
た
子

ど
も
達
の
持
た
さ
れ
て
い
る

「
性
」
に
対
し
て
の
意
識
や

偏
見
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
講
演
は
、「
こ
の
よ
う
に

思
わ
せ
た
の
は
誰
？
　
何
？

当
た
り
前
っ
て
？
　
普
通
っ

て
？
」
と
問
い
か
け
る
も
の

で
し
た
。

　
性
の
あ
り
よ
う
は
多
様
で

す
。
違
い
を
否
定
し
な
い
こ

と
や
見
た
目
で
判
断
し
な
い

な
ど
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に

関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と

の
必
要
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。（
親
睦
部
会
　
Ｈ
）

会員から提供を受けた品を販売するメンバー

参加者に寄付を呼びかける会員

　
爽
や
か
な
秋
晴
れ
の
昨
年

11
月
３
日
、
恒
例
と
な
っ
た

女
性
会
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
行
事
の
一
つ
で
、

年
末
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て

い
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
講
習
会
が
昨
年
12
月
16

日
に
境
港
商
工
会
議
所
で
開

　
今
回
は
当
会
創
立
50
周
年

記
念
事
業
も
あ
り
、
準
備
不

足
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

市
内
各
団
体
や
企
業
な
ど
、

72
人
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
で
８
回
目
と
な
る
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
。

講
師
の
永
井
千
春
先
生
は
、

毎
回
、
新
た
な
感
動
を
覚
え

る
作
品
を
私
た
ち
に
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
す
。

　
こ
と
し
は
、
真
っ
赤
な
バ

ラ
、
ピ
ン
ク
ッ

シ
ョ
ン
、
ク
リ

ス
マ
ス
ブ
ッ
シ

ュ
、
ド
ラ
セ
ナ
、

ヒ
ペ
リ
カ
ム
な

ど
の
花
材
を
使

い
、
ク
リ
ス
マ

ス
を
飾
る
妖
艶

で
美
し
い
華
や

し
た
。

　
今
回
で
７
回
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で

回
を
重
ね
る
ご
と
に
商
工
会

議
所
会
員
事
業
所
や
当
会
会

員
か
ら
の
賞
品
提
供
が
増
え
、

表
彰
式
も
大
盛
り
上
が
り
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
皆
様
の
ご
協

力
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
当
大
会
の
収
益
金
を
活
用

し
、
こ
れ
ま
で
境
港
商
工
会

議
所
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
ニ
コ
ち
ゃ
ん
」
が
プ

リ
ン
ト
さ
れ
た
雨
傘
や
、
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
使
用
す

る
車
椅
子
、
車
椅
子
設
置
の

看
板
な
ど
を
寄
贈
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
女
性
会
な
ら

で
は
の
視
点
で
、
境
港
を
訪

れ
る
観
光
客
の
皆
様
に
一
層

滞
在
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

た
め
の
ア
イ
テ
ム
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
　（
会
報
部
会
　
Ａ
）

か
な
作
品
が
仕
上
が
り
ま
し

た
。

　
師
走
の
気
忙
し
さ
を
ひ
と

と
き
忘
れ
、
作
品
作
り
に
没

頭
す
る
と
と
も
に
会
員
同
士

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過

ご
し
た
１
時
間
、
そ
れ
ぞ
れ

個
性
豊
か
な
作
品
が
完
成
。

今
回
も
ま
た
、
ス
テ
キ
な
ク

リ
ス
マ
ス
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　（
親
睦
部
会
　
Ａ
）

72人の参加でにぎやかに

チャリティーゴルフ大会
寄付のご協力も多数

　境港商工会議所女性会は、会
員相互の親睦を図り、かつ女性
の立場から商工業の改善と発展
に寄与することを目的とした組
織です。主に講演会や講習会、研
修会、会員親睦などを行い、自己
資質向上を図るとともに、お互い
の交流を深めています。会員の
対象は、境港商工会議所の女性
経営者、または女性役員です。た
だいま、会員を募集中。
　詳しくは、事務局（境港商工会
議所内・☎44－1111）にお問い合
わせください。

ただいま会員募集中
境港商議所女性会

アドバイスする永井千春講師（左）
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創
立
55
周
年
を
迎
え
て

一
般
社
団
法
人 

境
港
青
年
会
議
所野

々
村

　崇

第
56
代
理
事
長

新　年　の
ごあいさつ

（一社）境港青年会議所　新年スタート特集

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら

私
ど
も
境
港
青
年
会
議
所
に

格
別
の
ご
厚
情
を
賜
り
心
か

ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
笑
顔
が
満
ち
溢

れ
、
夢
を
持
ち
、
誰
も
が
挑

戦
す
る
こ
と
が
で
き
る
幸
せ

の
輪
を
、
青
年
会
議
所
・
企

業
・
家
族
・
ま
ち
に
広
げ
て

い
こ
う
と
い
う
思
い
を
も
っ

て
、「
笑シ

ョ
ー
ル
ー
ム

部
屋
」「
知ち

行こ
う

合ご
う

一い
つ

〜
笑し

ょ
う

涯が
い

学
び
小
さ
な
事
か
ら

コ
ツ
コ
ツ
と
〜
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
活
動
を
展
開
い
た
し

ま
し
た
。

　
例
年
開
催
し
て
い
る
ゲ
ゲ

ゲ
の
鬼
太
郎
ゲ
タ
飛
ば
し
大

会
や
、
次
世
代
交
流
会
、
ま

た
市
内
在
住
者
と
境
港
市
に

関
わ
り
の
あ
る
皆
さ
ん
に
行

っ
た
「
未
来
の
境
港
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
実
施
や
、
地
元
の

高
校
生
と
小
学
生
を
対
象
と

し
た
郷
土
愛
育
成
事
業
な
ど
、

様
々
な
事
業
を
実
施
で
き
ま

し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　
２
０
２
０
年
度
は
、「
真

剣
勝
負
〜
明み

ら
い日
に
向
か
っ
て

２０20年度
組  織  図

副理事長

加

藤 大 輔㈱大加技建

副理事長

遠

藤 周 一㈲遠藤鉄工所

理 事 長

野
々村  崇野々村電機工業
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𠮷

田 智 之
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三光㈱
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濵
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渡
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監　事

福

間 勇 樹めしくうところ ふ
く

監　事

池
淵

 朗 拡（特別
会
員
）

監　事

江
尻

 浩 介（特別
会
員
）

境港市役所

監　事

𠮷
田

 智 之（特

別
会
員
）

副委員長

野

口 浩 二

（特別会員）

松

原  絵 美

子第一生命㈱ 米子中央営業
オフィ

ス

江

尻 浩 介

津

森 祐 樹
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間 勇 樹
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赤
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石
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丸
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渡
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平
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創立55周年
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創立55周年

堀

田 速 視

実

行委
員会 委員長

みな
と祭LOM

永

井 洋 平
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会 委員長

鳥取ブ
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庄

司 慎 平

永

井 洋 平

委員長

岡
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㈱

副委員長

藤

中 誠 也

委員長

中
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㈱

副理事長

加

藤 大 輔㈱大加技建

副理事長

遠

藤 周 一㈲遠藤鉄工所

理 事 長

野
々村  崇野々村電機工業

㈱

𠮷

田 智 之

渡

邉 冬 樹

平

野 陽 平

第八孝久丸

善

浪 英 治

三光㈱

木

下 雄 一
境港市役所

委員長

濵

田 直 樹㈽里岩商店

直前
理事長

渡

邉 冬 樹㈲渡辺商店

監　事

福

間 勇 樹めしくうところ ふ
く

監　事

池
淵

 朗 拡（特別
会
員
）

㈲
いけびんストー

ア

監　事

江
尻

 浩 介（特別
会
員
）

境港市役所

監　事

𠮷
田

 智 之（特

別
会
員
）

㈱シーズプレイ
ス

副委員長副委員長副委員長

野

口 浩 二日本インテライツ
㈱

（特別会員）

松

原  絵 美

子第一生命㈱ 米子中央営業
オフィ

ス

江

尻 浩 介

津

森 祐 樹

（特別会員）

福

間 勇 樹

伊

藤 康 弘

㈱FPパートナー

庄

司 慎 平㈾第弐商会

赤

石 周 平㈲赤石商店

石

倉 雄 貴

周 利

副理事長

丸

山 誉 覚㈲丸山水産

副委員長

渡

辺 三 矢㈱渡辺商会

専務理事

平

野 陽 平

事務局員

永

田 美 香

事務局長

伊

藤 康 弘

会計理事

木

下 雄 一

池

淵 朗 拡

平

野 裕 樹

平野建設

（特別会員）

堀

田 速 視

実

行委
員会 委員長

創立55周年

赤
石 周平

実行
委員会 顧問

創立55周年

堀

田 速 視

実

行委
員会 委員長

みな
と祭LOM

永

井 洋 平

木

下 雄 一

内
部
監

査人
グループ地区

幹
事

日本
青年会議所

内
部
監

査人
グループ地区

幹
事

日本
青年会議所

木

下 雄 一

協議
会 委員長

鳥取ブ
ロック

庄

司 慎 平

永

井 洋 平

委員長

岡
空 　聡千

代むすび酒造
㈱

副委員長

藤

中 誠 也オキイ清掃㈲

会員拡大委員会

委員長

中
井 隆 雄米子空港ビル

㈱

総務広報委員会まちづくり委員会

全ぜ
ん

突つ
っ

張ぱ

〜
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
活
動
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
本
年
度
は
、
境
港
青

年
会
議
所
創
立
55
周
年
を
迎

え
る
記
念
の
年
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
に
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

皆
様
へ
感
謝
の
思
い
を
伝
え

る
と
共
に
、
境
港
の
明
る
い

明み
ら
い日
に
向
け
た
記
念
事
業
も

計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
様
の
ご
多
幸

と
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
問

題
が
あ
り
、
個
人
で
は
解
決

で
き
な
く
て
も
、
若
さ
あ
ふ

れ
る
パ
ワ
ー
と
情
熱
を
持
っ

た
仲
間
が
集
ま
れ
ば
解
決
で

き
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
境
港
青

年
会
議
所
の
会
員
と
な
っ
て
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

活
動
を
企
画
・
運
営
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
メ
ン
バ
ー
一

同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
資
格
は
、
▽
年
齢
が

満
20
歳
以
上
で
、
38
歳
以
下

の
人
▽
境
港
市
内
及
び
近
郊

に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人
▽
境
港
青
年
会
議
所

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
人
︱
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
青
年
会
議

所
事
務
局(

☎
44
︱
２
７
０

０)

へ
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ(

Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参

照)

も
ご
覧

く
だ
さ
い
。

一緒に活動
しませんか
ただいま会員募集中

●効率的で活気ある組織運営と諸会
　議運営
●年間を通じた計画的かつ芯の伝わ
　る広報活動
●これからの境港を担う青年に向け
　た、まちづくり意識向上機会の創出
●目的意識を持って前向きに行動で
　きる会員の育成
●継続事業の検証と先を見据えた研
　究と実践
●会員一丸となり未来を拓く会員
　拡大
●境港の新たな可能性と将来性に賭
　ける全突張事業の実施

2020年度基本方針

ぜんつっ ぱ



　
今
月
号
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム

人
女
性
が
多
数
働
く
㈱
上
野

水
産
を
取
材
し
ま
し
た
。
担

当
の
松
本
政
彦
・
総
務
部
次

長
は
、「
彼
女
ら
の
日
本
語

能
力
は
、
入
国
時
に
は
あ
ま

り
う
ま
く
な
い
の
で
す
が
、

１
年
、
２
年
と
年
を
追
う
ご

と
に
上
達
し
て
き
ま
す
。
本

や
歌
、
動
画
サ
イ
ト
な
ど
で

正解と当選者

米子ー上海便  国際定期便就航！！

運航情報
●運航ダイヤ●　上海浦東国際空港 ⇨ 米子鬼太郎空港 ⇨ 上海浦東国際空港
　　　　　　　　　　 8：15発　　　11：35着／12：35発　　　 14：20着
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※いずれも現地時間で表示しています。
●エアライン●　上海吉祥航空

米子鬼太郎空港では2020年1月11日から週2便(火・土曜日)の
上海定期便が運航開始となります！
旅行会社ではお得なツアーも販売しています♪

プードン

きっしょう

プードン

発着時刻等はお断りなく変更となる場合があります。
詳細は下記の上海吉祥航空ホームページでご確認 ください。

http://jp.juneyaoair.com/

勉
強
を
し
て
い
る
の
で
す
。

公
式
検
定
で
あ
る
日
本
語
能

力
試
験
の
合
格
を
目
指
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

異
文
化
を
受
け
入
れ
よ
う
と
、

一
生
懸
命
頑
張
る
姿
は
と
て

も
貴
重
で
す
。
私
た
ち
も
境

港
市
で
生
活
す
る
仲
間
と
し

て
も
っ
と
協
力
で
き
る
こ
と

は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

1
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

国
際
交
流
の
日　

～
韓
国

 

＆
ロ
シ
ア
を
楽
し
も
う
～

　
韓
国
と
ロ
シ
ア
を
満
喫
す

る
一
日
！
　
韓
国
料
理
の
ふ

る
ま
い
や
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
１
月
19
日
㈰
　
午
前

10
時
～
午
後
３
時

場
所
　
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
夢
み
な

と
タ
ワ
ー
全
館

料
金
　
無
料(

当
日
は
、
タ

ワ
ー
入
館
料
も
無
料)

　
詳
し
く
は
、同
タ
ワ
ー(

☎

47
︱
３
８
０
０)

に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
㈱
大
新(

昭
和
町)

の
『
ア

ジ
の
包
み
焼
き
』
は
、
２
種

類
の
味
が
楽
し
め
ま
す
が
、

そ
の
味
は
四
川
風
と
、
も
う

一
つ
は
何
で
し
ょ
う
」
と
い

う
も
の
で
、正
解
は
③
の「
広

東
風
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
長

尾
三
枝
子(

福
定
町)

▽
木

下
真
司(

渡
町)

▽
原
定
子

(

外
江
町)

▽
南
田
仁
枝(

芝

町)

▽
景
山
安
夫(

中
野
町)

賞
品
　
ア
ジ
の
包
み
焼
き
セ

ッ
ト

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈱
大
新

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

富んや(竹内町)で提供している鳥取県中部
発祥のご当地ラーメンは、次のどれでしょう。
(ヒントは6ページ)

① 牛骨ラーメン
② 豚骨ラーメン
③ 猪骨ラーメン

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

1月14日㈫(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　富んや(カラオケ メグ)

賞品  「味噌カレー牛乳ラーメン」お食事券
　　　　　　  10名様

14

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】

代 表 者 	柏木晴夫(かしわぎ・はるお)

所 在 地	 境港市栄町117

T E L	 0859-42-3012

営業時間	 9：00～18：00

休	業	日	 土・日曜日、祝日

事業内容	 小売業(米・豆・食品)

市民の森

北

●
大港神社

●
大港神社

水木しげる記念館
●

水木しげる記念館
●

水木しげるロード

柏木米穀店
（㈲柏木精麦製粉所）

照明と古材と花が印象的

会話が弾む談話コーナー

○創業のきっかけ？…当店は1907(明治40)年に米穀店と
して創業しました。居心地の良い空間で一人ひとりのお
客様に温かみのある接客をしたいとの思いから、2019
(令和元)年7月に店舗を改装し、リニューアルオープン
しました。お米マイスターで4代目社長の柏木晴夫と妻
の私の二人三脚で営業しています。
○おすすめポイントは？…鳥取県認証特別栽培米「伝説の
日野米」や栄養満点の胚芽米、鳥取県の新ブランド米「星
空舞」(ほしぞらまい)など、お米の専門店ならではの良
質な鳥取県産のお米を揃えています。一粒一粒を手で丁
寧に選別した鳥取県産の「黒豆」や「大豆」、香り豊かな「き
な粉」も人気です。
○お客様は？…常連客や知人のクチコミのおかげもあり、
安全な食に関心のある若いお母さんや、味噌や甘酒など
旬な食材を使った「季節の手しごと」が好きな女性のご来
店が増えています。先々代から長年にわたってご来店い
ただいている経験豊富なお客様からは煮豆や料理の話な
ど、勉強させていただくこともまだまだあります。
○今後の事業展開（展望）？…良質なお米や豆などを使用し、
ひと手間かけた食事は、体や心の健康につながります。
商品を販売するだけでなく、食事の大切さや料理の楽し
さ、農産物への感謝の気持ちを地域の子供たちに引き継
いでいけるよう努力していきたいです。
○一言PR！…店内に飾ってある花や小道具、雑貨なども
お楽しみいただけます。当店を身近に感じていただける
ようにブログで情報を発信しています。「柏木米穀店	米
と豆と手しごと」と検索してください。皆様のご来店を
お待ちしています。

柏木米穀店
（㈲柏木精麦製粉所）

　境港商工会議所は公式ホームページ（「さかいみなとポータ
ル」で検索）で、境港のカニ卸売業者が自信を持ってお勧めす
る商品を一堂に集めて紹介しています。達人たちが取り揃えた
旬の味覚を見逃す手はありませんよ！ いざ、「蟹の陣」へ。

山陰・境港
蟹激戦区

旬の味覚！
山陰の蟹

山陰・境港
蟹激戦区

旬の味覚！
山陰の蟹

ペ
ン
を
置
い
て


